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一　

序
論

二　

コ
ン
セ
ホ
会
計
記
録

三　

ペ
チ
ャ
（
コ
ン
セ
ホ
税
）
と
コ
ン
セ
ホ
収
入
（
以
下
本
号
）

四　

戦
争
と
コ
ン
セ
ホ
支
出

五　

結
論三

　
ペ
チ
ャ
（
コ
ン
セ
ホ
税
）
と
コ
ン
セ
ホ
収
入

　

ペ
チ
ャ
（pecha, peyta

）
は
も
と
も
と
、
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
の
故
地
ピ

レ
ネ
ー
山
脈
で
隷
属
農
民
が
負
担
し
た
「
貢
租
」
一
般
を
意
味
す
る
言

葉
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、わ
た
し
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
み
た
ペ
チ
ャ
は
、

領
主
で
あ
る
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
が
領
民
に
賦
課
し
た
「
貢
租
」
に
直

接
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。そ
も
そ
も
一
三
世
紀
以
降
の
ペ
チ
ャ
は
、

原
理
的
に
は
王
権
が
自
ら
の
所
領
で
あ
る
都
市
お
よ
び
国
王
ウ
ィ
ラ
に

一
四
世
紀
中
葉
ア
ラ
ゴ
ン
南
部
に
お
け
る
村
落
共
同
体
・
領
主
・
国
家

プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
会
計
記
録
の
生
成
論
的
分
析
②

足
　
　
立
　
　
　
　
　
孝

対
し
て
賦
課
し
た
集
団
的
な
「
貢
租
」
で
あ
り
な
が
ら
、
各
コ
ン
セ
ホ

が
「
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
リ
ブ
ラ
で
」（per solidum

 et libram
, por sueldo 

y por libra

）
の
原
則
に
よ
り
自
ら
住
人
の
財
産
を
査
定
し
、
そ
の
査

定
額
に
も
と
づ
き
担
税
割
り
当
て
を
決
定
し
た
、
コ
ン
セ
ホ
と
住
人
と

の
関
係
で
は
す
ぐ
れ
て
公
的
な
「
租
税
」
で
あ
る（

（8
（

。
む
ろ
ん
、
プ
エ
ル

ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
は
も
と
よ
り
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
領
だ
か
ら
、
事
実
上

の
租
税
と
化
し
た
と
い
え
ど
も
、
ペ
チ
ャ
と
は
本
来
無
縁
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

　

同
地
が
服
し
た
の
は
む
し
ろ
、
都
市
・
国
王
ウ
ィ
ラ
と
同
じ
く
聖
界

領
一
般
も
免
れ
な
か
っ
た
宿
泊
地
提
供
義
務
（cena de presencia

）
ま

た
は
王
権
不
在
時
の
宿
泊
税
（cena de ausencia

）
で
あ
る
。

一
二
八
四
年
一
二
月
二
六
日
に
は
、
当
時
サ
ラ
ゴ
ー
サ
司
教
領
の
リ
ナ

レ
ス
が
七
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
が
隣
接
す
る
カ

ス
テ
ル
ビ
ス
パ
ル
と
共
同
で
九
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
ホ
ル
カ
ス
が
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ま
た
は
ペ
チ
ェ
ロ
（pechero, peytero

）
と
呼
ば
れ
る
だ
け
で
な
く
、

本
来
は「
宿
泊
税（
セ
ナ
）徴
収
人
」を
意
味
す
る
デ
セ
ネ
ロ（deçenero, 

adeçenero

）と
も
呼
ば
れ
た
要
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

ま
さ
し
く
問
題
の
会
計
記
録
の
時
期
に
導
入
さ
れ
た
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ

リ
ア
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
実
際
、
導
入
早
々
の
一
三
五
八
年
の

コ
ン
セ
ホ
四
番
で
は
、
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
そ
の
も
の
が
（
お
そ
ら
く
宿
泊

税
と
同
様
に
王
権
に
よ
っ
て
賦
課
さ
れ
る
負
担
と
い
う
こ
と
で
）
デ
セ

ナ
（las dezenas del quantar sueldo de pagastes del num

ero de los 
vasallos

）
と
呼
ば
れ
た
り（
（9
（

、
一
三
六
二
年
の
コ
ン
セ
ホ
二
番
に
お
い

て
も
、「
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
デ
セ
ネ
ロ
」（deçeneros de la cavalleria

）

と
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（9
（

。

　
「
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
リ
ブ
ラ
で
」（
財
産
を
査
定
し
、
課
税
す
る
）
と
い

う
原
則
は
、
少
な
く
と
も
書
式
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
一
三
世
紀
中
葉
か
ら
王

国
各
地
で
み
ら
れ
る
が（

（9
（

、
そ
の
現
実
的
か
つ
具
体
的
な
適
用
・
実
践
の

例
の
一
つ
こ
そ
が
、
事
実
上
一
四
世
紀
末
か
ら
伝
来
す
る
一
連
の
プ
エ

ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
住
人
財
産
査
定
・
申
告
記
録
で
あ
る
。
年
代
が
付
さ

れ
て
い
て
最
も
早
期
の
も
の
は
、
一
三
八
九
年
の
コ
ン
セ
ホ
一
〇
番
で

あ
る
（
全
二
三
葉
、
二
九
〇
×
二
二
〇
ミ
リ
の
紙
製
）。
そ
れ
は
、
住

人
の
（
姓
で
は
な
く
）
名
前
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
配
列
し
た
住
人

台
帳
で
あ
り
、
各
住
人
の
財
産
の
内
容
が
事
細
か
く
列
挙
さ
れ
る
と
同

時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産
の
直
上
に
具
体
的
な
査
定
額
が
ソ
リ
ド
ゥ
ス

で
表
示
さ
れ
、
そ
の
合
計
を
一
〇
〇
で
割
っ
た
数
値
が
各
人
の
財
産
の

リ
ブ
ラ
額
と
な
っ
て
い
る（
一
リ
ブ
ラ
＝
一
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
計
算
。

小
数
点
以
下
は
し
ば
し
ば
切
り
捨
て
）。
当
該
書
冊
そ
の
も
の
の
呼
称

五
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
要
求
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
ハ
カ

貨（
（8
（

）。
ま
た
、
同
年
末
か
ら
当
初
ウ
エ
ス
カ
、
一
二
八
五
年
三
月
に
ス

エ
ラ
に
場
所
を
移
し
て
開
催
さ
れ
た
ウ
ニ
オ
ン
会
議
で
は
、
一
連
の
聖

界
領
の
村
落
が
宿
泊
税
の
正
当
性
と
高
額
さ
を
め
ぐ
っ
て
王
権
に
陳
情

し
て
い
る
。
リ
ナ
レ
ス
、
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
、
カ
ス
テ
ル
ビ
ス
パ

ル
、
ホ
ル
カ
ス
の
代
理
人
は
、
王
権
が
本
年
宿
泊
税
名
目
で
、
全
体
で

一
九
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
納
付
を
要
求
し
た
の
で
村
落
そ
の
も
の
を
抵

当
化
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
、
こ
の
よ
う
な
租
税
を
納
付
す
る
慣
習
は
な

い
と
陳
情
し
た
も
の
の
、
王
権
は
そ
れ
が
自
ら
の
権
利
で
代
々
の
慣
習

で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
を
一
蹴
し
て
い
る（

（8
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宿
泊

税
も
ま
た
、
村
落
単
位
で
一
定
額
が
集
団
的
に
賦
課
さ
れ
た
の
で
、
各

コ
ン
セ
ホ
は
、
都
市
・
国
王
ウ
ィ
ラ
に
お
け
る
ペ
チ
ャ
や
宿
泊
税
と
同

様
に
、
住
人
の
財
産
査
定
額
に
も
と
づ
き
自
ら
担
税
割
り
当
て
を
決
定

し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
ペ
チ
ャ
と
宿
泊
税
は
、
そ
の
名
目
に
関
係
な
く
、
各
コ

ン
セ
ホ
が
自
ら
住
人
の
財
産
を
査
定
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
担
税
割
り
当

て
を
決
定
す
る
と
い
う
点
で
共
通
で
あ
り
、
コ
ン
セ
ホ
と
住
人
と
の
関

係
で
い
え
ば
、
い
ず
れ
も
公
的
な
租
税
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
徴

収
・
納
付
す
る
こ
と
は
コ
ン
セ
ホ
の
責
務
で
あ
っ
て
、
そ
の
責
務
を
果

た
す
こ
と
自
体
が
、
コ
ン
セ
ホ
そ
の
も
の
の
財
政
の
生
成
を
正
当
化
す

る
こ
と
に
な
る
。こ
こ
に
、テ
ル
エ
ル
の
属
域
と
の
近
接
性
も
あ
い
ま
っ

て
、
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
の
村
落
財
政
の
基
礎
を
な
す
コ
ン
セ
ホ
税

が
ペ
チ
ャ
と
呼
称
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
を
徴
収
す
る
役
人
が
、
文
字
ど

お
り
ペ
チ
ャ
の
徴
収
人
（collidor de la pecha, acogedor de la pecha

）
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わ
た
し
た
ち
が
検
討
す
る
会
計
記
録
の
時
間
的
枠
組
み
で
は
こ
の
種

の
記
録
は
伝
来
し
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
当
の
会
計
記
録
の
な
か
で

「
ペ
チ
ャ
の
書
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
、
い
か
に
整
備
途
上
で
あ

ろ
う
と
も
、
そ
れ
に
類
せ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
問
題
は
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
時
間
的
に
遡
り
う
る
か
で
あ
る
が
、
少

な
く
と
も
今
日
伝
来
す
る
会
計
記
録
に
先
行
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い

な
い
。
一
三
四
七
年
八
月
、
と
き
の
誓
約
人
ヒ
メ
ノ
・
サ
ン
ポ
ル
お
よ

び
フ
ア
ン
・
セ
グ
ー
ラ
は
、
同
地
住
人
と
リ
ナ
レ
ス
お
よ
び
モ
ス
ケ
ル

エ
ラ
の
エ
レ
デ
ロ
が
負
担
す
る
同
年
の
ペ
チ
ャ
の
徴
収
・
納
付
業
務
を
、

公
証
人
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
フ
ル
ベ
お
よ
び
ハ
イ
メ
・
ビ
ダ
ル
と
折
半
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
で
は
二
〇
一
七
三
リ
ブ
ラ
で
、
そ
れ
を
折
半

す
る
と
い
う
の
だ
が
、
ど
う
や
ら
徴
収
・
納
付
の
分
担
は
当
時
（
住
人

と
エ
レ
デ
ロ
と
の
区
別
な
く
）六
つ
に
分
か
た
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
三
つ
分
が
両
人
に
委
ね
ら
れ
、
総
額
三
三
九
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス

の
徴
収
・
納
付
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（9
（

。
と
な
る
と
、
同
年
の

ペ
チ
ャ
徴
収
見
込
み
額
は
全
体
で
合
計
六
七
九
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
な

り
、
先
と
同
様
に
単
位
課
税
額
は
リ
ブ
ラ
あ
た
り
ほ
ぼ
四
デ
ナ
リ
ウ
ス

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ペ
チ
ャ
徴
税
・
納
付
業
務
を
委
ね
ら
れ
た
両

人
は
実
際
に
同
年
一
〇
月
二
七
日
に
四
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
一
二
月

一
八
日
に
八
二
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
誓
約
人
に
納
付
し
て
い
る

も
の
の
三
三
九
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
に
は
遠
く
お
よ
ば
な
い
が（

（9
（

、
い
ず
れ
も

公
証
人
登
記
簿
に
由
来
す
る
所
見
だ
け
に
、
こ
れ
以
上
追
跡
す
る
こ
と

は
か
な
わ
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
会
計
記
録
ま
で
、
し
ば
ら
く
い
か
な
る
所

（libro de m
anifestación

）
の
由
来
を
な
す
「
申
告
」
は
、
課
税
に
応

え
ら
れ
る
だ
け
の
財
産
を
も
た
な
い
こ
と
を
申
告
＝
宣
誓
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
、
申
告
を
行
っ
た
住
人
は
む
し
ろ
少
数
派
で
、
基
本
的

に
リ
ブ
ラ
額
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い（

（9
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
通
常
の
住
人

は
あ
ら
た
め
て
申
告
す
る
必
要
は
な
く
、「
従
前
ど
お
り
」（com

o se 
estava

）
と
あ
る
者
は
お
そ
ら
く
先
行
す
る
財
産
査
定
そ
の
ま
ま
の
数

値
が
記
入
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る（

（9
（

。

　

プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
住
人
（vezinos

）
の
登
録
数
は
二
二
三
（
第

一
〜
二
〇
葉
裏
）、
こ
れ
に
エ
レ
デ
ロ
（herederos, tierratenientes

）

の
名
前
と
財
産
査
定
額
、
す
な
わ
ち
、
リ
ナ
レ
ス
の
一
な
ら
び
に
モ
ス

ケ
ル
エ
ラ
の
一
七
が
列
挙
さ
れ
る
（
第
二
〇
葉
裏
〜
二
一
葉
）。
こ
こ

で
ひ
と
ま
ず
、（
申
告
・
免
除
分
を
除
く
）
以
上
の
総
合
計
（sum

a 
universal

）
八
六
五
四
・
五
リ
ブ
ラ
が
表
示
さ
れ
る（
（9
（

。
第
二
一
葉
裏
〜

二
二
葉
裏
に
は
、
バ
レ
ン
シ
ア
王
国
に
帰
属
し
な
が
ら
同
地
と
村
域
を

接
す
る
ビ
ジ
ャ
エ
ル
モ
サ
住
人
の
エ
レ
デ
ロ
四
一
が
別
途
列
挙
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
リ
ブ
ラ
額
合
計
は
六
〇
九
・
五
リ
ブ
ラ
で
あ
る（

（9
（

。
第
二
三

葉
で
は
、
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
住
人
と
、
リ
ナ
レ
ス
お
よ
び
モ
ス
ケ

ル
エ
ラ
の
エ
レ
デ
ロ
と
の
リ
ブ
ラ
総
額
八
六
五
四
・
五
リ
ブ
ラ
が
あ
ら

た
め
て
掲
げ
ら
れ
、リ
ブ
ラ
あ
た
り
の
税
額
を
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
と
し
て
、

し
め
て
二
八
八
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
が
計
算
上
の
税
額
と

な
っ
て
い
る（

（9
（

。
ビ
ジ
ャ
エ
ル
モ
サ
の
エ
レ
デ
ロ
納
税
総
額
に
つ
い
て
は

な
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
く
リ
ブ
ラ
あ
た
り
四
デ
ナ
リ
ウ
ス

で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
二
〇
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
二
デ
ナ
リ
ウ
ス
が
加
算
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
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ラ
お
よ
び
リ
ナ
レ
ス
の
エ
レ
デ
ロ
の
ペ
チ
ャ
の
み
で
あ
り
、
こ
の
段
階

で
は
前
述
の
ビ
ジ
ャ
エ
ル
モ
サ
の
エ
レ
デ
ロ
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る（

（10
（

。
前
述
の
よ
う
に
冒
頭
第
一
葉
に
い
ず
れ
も
異
な
る
手
で

書
き
つ
け
ら
れ
た
や
や
断
片
的
な
記
述
に
よ
れ
ば
、
ペ
チ
ャ
徴
収
人
の

う
ち
公
証
人
フ
ア
ン
・
サ
ン
ス
が
担
当
す
る
リ
ブ
ラ
額
は
四
九
〇
・
五

リ
ブ
ラ
で
徴
収
す
べ
き
ペ
チ
ャ
額
は
九
七
九
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
あ
り
、
フ

ア
ン
・（
プ
ラ
ナ
ス
・
）
フ
ェ
レ
ー
ル
が
（
担
当
す
べ
き
リ
ブ
ラ
額
は

不
明
で
）
徴
収
す
べ
き
ペ
チ
ャ
額
は
一
四
五
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
な
っ
て

い
る（

（10
（

。
前
者
の
数
値
に
し
た
が
え
ば
、
リ
ブ
ラ
あ
た
り
の
税
額
は
ほ
ぼ

二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
高
額
で
あ
り
、
フ
ア
ン
・（
プ
ラ
ナ
ス
・
）
フ
ェ
レ
ー

ル
が
担
当
す
べ
き
リ
ブ
ラ
額
は
約
七
二
六
リ
ブ
ラ
と
な
ろ
う
。
と
も
か

く
こ
の
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
い
う
単
位
税
額
が
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、同
年
の
徴
収
見
込
み
総
額
は
九
五
八
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
な
の
で
、

総
リ
ブ
ラ
額
は
わ
ず
か
に
四
七
九
四
リ
ブ
ラ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
三
五
六
年
に
ペ
チ
ャ
徴
収
見
込
み
額
六
〇
七
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ

リ
ウ
ス
で
総
リ
ブ
ラ
額
が
一
二
一
五
一
リ
ブ
ラ
で
あ
っ
た
の
が
、
わ
ず

か
二
年
で
、
徴
収
見
込
み
額
が
九
五
八
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
急
上
昇
し
な

が
ら
、
総
リ
ブ
ラ
額
は
四
七
九
四
リ
ブ
ラ
と
さ
ら
な
る
半
減
を
み
て
い

る
の
で
あ
る
。一
つ
に
は
蝗
害
禍
、い
ま
一
つ
に
は
二
年
前
に
は
な
か
っ

た
戦
時
の
国
王
租
税
、
す
な
わ
ち
同
年
は
家
士
＝
世
帯
あ
た
り
四
ソ
リ

ド
ゥ
ス
を
二
ヶ
月
ご
と
に
徴
収
し
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
の
納
付
を
要
求
さ

れ
た
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
負
担
が
、
ペ
チ
ャ
課
税
可
能
な
リ
ブ
ラ
額

の
縮
小
を
よ
ぎ
な
く
さ
せ
、
逆
に
単
位
税
額
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
し

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

見
も
み
あ
た
ら
な
い
。
一
三
五
六
年
の
コ
ン
セ
ホ
一
番
で
は
、
収
入
明

細
が
な
い
、
あ
る
い
は
き
わ
め
て
簡
素
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
繰
越

計
算
前
の
ペ
チ
ャ
総
額
が
掲
げ
ら
れ
る
の
み
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
ペ

チ
ャ
が
い
か
に
徴
収
・
納
付
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
繰
越
計
算
前

の
ペ
チ
ャ
総
額
は
六
〇
七
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
、
こ
こ
か

ら
差
し
引
か
れ
た
納
付
免
除
分
は
三
九
三
・
五
リ
ブ
ラ
分
一
九
六
ソ
リ

ド
ゥ
ス
九
デ
ナ
リ
ウ
ス
な
の
で
リ
ブ
ラ
あ
た
り
の
単
位
課
税
額
が
六
デ

ナ
リ
ウ
ス
と
な
る
か
ら
、
総
リ
ブ
ラ
額
は
理
論
上
一
二
一
五
一
リ
ブ
ラ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
一
三
四
七
年
の
リ
ブ
ラ
総
額
は

二
〇
一
七
三
リ
ブ
ラ
で
あ
っ
た
か
ら
、
お
よ
そ
半
減
近
く
と
、
そ
の
減

少
は
著
し
い
。
こ
の
か
ん
に
査
定
方
法
に
大
き
な
変
更
が
な
か
っ
た
と

す
れ
ば
、
や
は
り
ペ
ス
ト
の
影
響
に
よ
っ
て
担
税
可
能
リ
ブ
ラ
が
大
幅

に
減
少
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
総
リ
ブ
ラ
額
の
大
幅
な
減
少
と
い
う
意
味
で
は
、
ア
ラ

ゴ
ン
南
部
全
体
に
お
よ
ぶ
蝗
害
に
さ
い
な
ま
れ
た
一
三
五
八
年
の
コ
ン

セ
ホ
四
番
の
方
が
は
る
か
に
著
し
い
。
こ
の
年
の
ペ
チ
ャ
徴
収
・
納
付

業
務
は
、
フ
ス
テ
ィ
シ
ア
や
誓
約
人
を
輩
出
・
歴
任
し
た
有
力
住
人
か

ら
な
る
八
人
の
ペ
チ
ャ
徴
収
人
（
ペ
ロ
・
エ
ス
ピ
ル
ス
・
メ
ノ
ー
ル
、

フ
ア
ン
・
プ
ラ
ナ
ス
・
フ
ェ
レ
ー
ル
、
ド
ミ
ン
ゴ
・
ポ
マ
、
ベ
ル
ナ
ッ

ト
・
ポ
マ
、
ペ
ロ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
、
公
証
人
フ
ア
ン
・
サ
ン
ス
、
公
証

人
ド
ミ
ン
ゴ
・
エ
フ
ル
ベ
、
靴
工
ド
ミ
ン
ゴ
・
ビ
ダ
ル
）
が
同
地
住
人

を
分
担
し
て
担
当
し
、
エ
レ
デ
ロ
の
ペ
チ
ャ
を
誓
約
人
の
一
人
フ
ア

ン
・
モ
レ
ー
タ
が
別
途
担
当
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
と
き
フ
ア
ン
・
モ
レ
ー
タ
が
徴
収
し
た
の
は
モ
ス
ケ
ル
エ
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ラ
ル
貨
総
収
入
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
し
ま
う
。
と
な
る
と
、
や
は
り

課
税
可
能
な
リ
ブ
ラ
額
の
縮
小
が
単
位
税
額
の
大
幅
な
引
き
上
げ
を
招

い
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

た
だ
、
一
三
六
一
年
の
総
リ
ブ
ラ
額
は
、
少
な
く
と
も
一
三
五
八
年

の
水
準
か
ら
多
少
の
増
加
を
み
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
翌
一
三
六
二

年
の
コ
ン
セ
ホ
二
番
の
収
入
は
事
実
上
、
前
年
の
誓
約
人
フ
ア
ン
・
サ

ン
ス
お
よ
び
フ
ア
ン
・
デ
・
バ
リ
ェ
か
ら
の
前
年
度
繰
越
金
の
分
割
返

納
と
、た
だ
一
人
の
ペ
チ
ャ
徴
収
人
ベ
ル
ナ
ッ
ト
・
ポ
マ
に
よ
る
ペ
チ
ャ

の
徴
収
・
納
付
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
三
番
の
繰
越
計
算
書
に
よ
れ

ば
、
コ
ン
セ
ホ
に
ラ
ル
貨
二
〇
九
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
、

ハ
カ
貨
一
一
三
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
が
返
納
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た（

（10
（

。
だ
が
、
例
年
に
な
く
高
額
な
繰
越
金
が
発
生
し
た
せ
い

か
、
前
述
の
よ
う
に
二
人
の
誓
約
人
は
一
三
六
二
年
の
会
計
年
度
を
つ

う
じ
て
、
そ
れ
を
分
割
し
な
が
ら
返
納
し
て
い
る
（
そ
れ
で
も
二
番
で

は
合
計
で
ラ
ル
貨
一
六
九
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
二
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
ハ
カ
貨

一
〇
三
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
と
、
全
額
返
納
に
は
お
よ
ん
で

い
な
い
）。
こ
う
し
た
事
態
が
、
両
人
に
よ
る
管
理
不
行
届
き
に
帰
せ

ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
だ
が
、
総
リ
ブ
ラ
額
が
多
少
な
り
と

も
増
加
に
転
じ
て
い
な
が
ら
、
一
三
五
八
年
と
同
じ
く
単
位
税
額
を
二

ソ
リ
ド
ゥ
ス
に
設
定
し
た
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
や
や
ペ
チ
ャ
徴
収
過

多（
す
な
わ
ち
収
入
過
多
）に
な
っ
た
と
考
え
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

む
ろ
ん
、
そ
れ
も
ま
た
誓
約
人
の
不
手
際
と
い
え
よ
う
が
、
両
人
が
繰

越
金
の
返
納
に
汲
々
と
し
た
要
因
の
一
端
が
じ
つ
は
そ
こ
に
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

三
年
後
の
一
三
六
一
年
に
も
、
こ
う
し
た
単
位
税
額
の
引
き
上
げ
は

続
行
し
た
か
、
あ
る
い
は
あ
ら
た
め
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
三
六
二
年
に
作
成
さ
れ
た
事
実
上
の
繰
越
計
算
書
で
あ
る
コ
ン
セ
ホ

三
番
で
は
、
一
三
六
一
年
の
ラ
ル
貨
総
収
入
一
三
五
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス

六
デ
ナ
リ
ウ
ス
は
あ
る
も
の
の
、
ペ
チ
ャ
徴
収
見
込
み
総
額
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
前
述
の
よ
う
に
ペ
チ
ャ
納
付
不
能
申
告
分

（sagram
ent

）
が
二
三
八
・
五
リ
ブ
ラ
で
四
七
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
ペ
チ
ャ

納
付
免
除
分
（faltas

）
が
一
七
二
・
五
リ
ブ
ラ
で
三
四
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス

と
、
い
ず
れ
も
単
位
税
額
が
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
な
っ
て
い
る（

（10
（

。
両
者
を

合
計
す
る
と
、四
一
一
リ
ブ
ラ
分
で
八
二
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
に
も
の
ぼ
る
。

こ
れ
を
そ
れ
ま
で
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
一
三
五
六
年
の
一

番
に
付
さ
れ
た
繰
越
計
算
書
で
は
、
納
付
免
除
分
の
み
で
三
九
三
・
五

リ
ブ
ラ
、
単
位
税
額
が
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
な
の
で
一
九
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
九

デ
ナ
リ
ウ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
三
五
八
年
の
四
番
で
は
、

繰
越
計
算
書
が
な
い
の
で
詳
し
い
と
こ
ろ
は
不
明
な
が
ら
、
徴
収
見
込

み
額
が
九
五
八
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
実
際
の
徴
収
額
が
合
計
九
一
四
一
ソ

リ
ド
ゥ
ス
八
デ
ナ
リ
ウ
ス
な
の
で
差
し
引
き
四
四
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ

ナ
リ
ウ
ス
、
単
位
税
額
が
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
な
れ
ば
、
計
算
上
は
約

二
二
三
リ
ブ
ラ
が
納
付
免
除
分
ま
た
は
／
お
よ
び
納
付
不
能
申
告
分
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
単
位
税
額
が
同
一
で
あ
る
一
三
五
八
年
の
デ
ー
タ

で
は
、
総
リ
ブ
ラ
額
四
七
九
四
リ
ブ
ラ
の
う
ち
二
二
三
リ
ブ
ラ
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
と
同
じ
比
率
で
計
算
す
る
と
一
三
六
一
年
は

総
リ
ブ
ラ
額
が
八
八
三
五
リ
ブ
ラ
超
と
な
り
（
そ
れ
で
も
一
三
五
六
年

の
水
準
の
約
七
〇
％
）、
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
単
位
税
額
計
算
で
年
間
の
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ド
ゥ
ス
の
ま
ま
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
わ
ず
か
に
一
八
七
二
・
五
リ
ブ
ラ

分
と
な
る
か
ら
、
一
人
で
も
徴
収
・
納
付
業
務
を
行
い
え
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
く
な
る
の
も
無
理
は
な
い
。
だ
が
、
徴
収
・
納
付
業
務

そ
の
も
の
の
煩
雑
さ
が
複
数
の
徴
収
人
に
よ
る
分
担
を
し
い
た
と
い
う

の
な
ら
、
一
三
五
八
年
に
従
来
よ
り
も
は
る
か
に
縮
小
し
た
課
税
可
能

リ
ブ
ラ
額
を
、
八
人
も
の
徴
収
人
を
動
員
し
て
分
担
さ
せ
た
こ
と
の
説

明
が
つ
か
な
い
。
わ
た
し
た
ち
は
四
番
の
史
料
と
し
て
の
厚
み
か
ら
そ

れ
を
規
定
値
と
み
な
し
て
し
ま
う
が
、
事
態
は
お
そ
ら
く
逆
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
単
位
税
額
を
大
幅
に
引
き
上
げ
て
担
税
可
能
な
財
産
を
し

ぼ
れ
ば
、
従
来
に
比
べ
て
四
〜
六
倍
の
高
額
な
ペ
チ
ャ
の
納
付
を
一
定

数
の
比
較
的
富
裕
な
住
人
に
し
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

納
得
さ
せ
る
た
め
に
は
、
フ
ス
テ
ィ
シ
ア
や
誓
約
人
を
輩
出
・
歴
任
し

た
有
力
住
人
が
一
人
で
は
な
く
、
八
人
は
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
一
三
六
二
年
の
場
合
、
一
三
四
七
年
や

一
三
八
九
年
と
同
様
に
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
計
算
で
一
一
二
三
五
リ
ブ
ラ
、

さ
す
が
に
そ
う
で
な
く
と
も
一
三
五
六
年
と
同
じ
く
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
計

算
で
七
四
九
〇
リ
ブ
ラ
あ
た
り
を
想
定
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
意
味
で
、
ま
さ
し
く
一
三
五
八
年
を
一
つ
の
ピ
ー
ク
と
す
る
異
例

の
事
態
を
早
く
も
脱
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

と
な
る
と
、一
三
六
二
年
の
ペ
チ
ャ
計
算
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

ペ
チ
ャ
徴
収
人
（peytero

）
は
、
一
三
五
八
年
に
八
人
の
徴
収
人
の
一

人
で
あ
っ
た
、
ベ
ル
ナ
ッ
ト
・
ポ
マ
を
た
だ
一
人
数
え
る
の
み
と
な
っ

て
い
る
。
同
人
は
、
ペ
チ
ャ
徴
収
人
の
肩
書
を
帯
び
て
七
件
で
合
計

三
七
四
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
肩
書
を
帯
び
ず
に
九
件
で
合
計
は
ラ
ル
貨

六
九
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
ハ
カ
貨
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ

リ
ウ
ス
を
コ
ン
セ
ホ
に
納
入
し
て
い
る
。
双
方
を
併
せ
た
と
こ
ろ
で
ラ

ル
貨
の
合
計
は
四
四
三
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
あ
る
。
二
番

の
収
入
の
部
は
い
ち
お
う
一
三
六
二
年
の
会
計
年
度
末
と
な
る
翌
年
四

月
ま
で
達
し
て
い
て
、
四
番
の
第
二
の
収
入
の
部
と
同
じ
く
、
近
々
納

税
を
控
え
る
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
額
を
最
末
尾
に
明
記
し
て
い
る
の

で
、
同
年
の
収
入
を
網
羅
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
だ
が
、
収
入
合
計

は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
数
値
を
単
純
に
合
計
し
て
も
ラ
ル
貨

六
九
六
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
ハ
カ
貨
一
〇
三
九
ソ
リ
ド
ゥ

ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
年
間
の
総
支
出
は
、（
第
一
四
葉
裏
に

あ
る
総
合
計
額
一
九
〇
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
五
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
は
信
じ
が

た
い
の
で
頁
合
計
を
合
計
す
る
と
）ラ
ル
貨
一
〇
一
七
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、

ハ
カ
貨
五
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
に
の
ぼ
り
、
形
式
的
に
せ
よ
、
基
本
的
に
黒

字
で
推
移
し
て
き
た
そ
れ
ま
で
の
会
計
記
録
か
ら
す
る
と
、
収
入
の
部

に
な
に
か
し
ら
の
欠
落
が
あ
る
と
考
え
た
く
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

た
だ
、
ベ
ル
ナ
ッ
ト
・
ポ
マ
が
少
な
く
と
も
ペ
チ
ャ
徴
収
人
の
肩
書

で
納
入
し
た
三
七
四
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
は
、
た
だ
一
人
の
徴
収
人
と
い
う

意
味
で
は
も
ち
ろ
ん
、
年
間
の
ペ
チ
ャ
収
入
合
計
と
い
う
意
味
で
も

け
っ
し
て
少
な
い
と
は
い
え
な
い
。
た
し
か
に
単
位
税
額
が
二
ソ
リ
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半
分
の
三
五
〇
人
は
重
騎
兵
（de cavallo arm

ado

）
で
一
日
あ
た
り

七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
残
る
半
分
は
軽
騎
兵
（de cavallo desarm

ado

）
で

一
日
あ
た
り
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
で
そ
れ
ぞ
れ
賄
わ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る（

（10
（

。
教
会
部
会
（brazo ecclesiastico

）
は
以
上

の
う
ち
二
〇
〇
人
を
分
担
し
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
、
ウ
エ
ス
カ
司
教
、

タ
ラ
ソ
ー
ナ
司
教
、（
聖
ヨ
ハ
ネ
騎
士
団
）
ア
ン
ポ
ス
タ
管
区
長
代
理

ほ
か
の
代
表
者
の
名
で
、
教
会
領
の
す
べ
て
の
家
士
と
財
産
を
所
有
す

る
司
祭
（todos los vasallos e clerigos avientes patrim

onio

）
に
負

担
が
配
分
さ
れ
る
も
の
と
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
全
高
位
聖
職
者
は
そ
の

た
め
に
、
そ
の
総
数
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（sean avidos todos por num

ero e 
contados todos por cabeças, que sia feyto de todos en num

er

（
（10
（o

）。

　

つ
い
で
一
三
六
〇
年
の
サ
ラ
ゴ
ー
サ
議
会
は
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
軍

に
よ
っ
て
陥
落
し
た
両
王
国
の
境
界
に
位
置
す
る
都
市
タ
ラ
ソ
ー
ナ
の

奪
回
と
王
国
の
防
衛
を
う
た
い
招
集
さ
れ
た
（
同
年
一
月
三
日
〜
二
月

一
九
日
）。
王
権
は
こ
こ
で
、
教
会
、
貴
族
、
都
市
共
同
体
の
三
部
会

に
対
し
て
一
ヶ
月
で
騎
兵
一
三
二
〇
人
、
う
ち
三
分
の
二
の
八
八
〇
が

重
騎
兵（arm

ados

）、残
る
三
分
の
一
の
四
四
〇
を
軽
騎
兵（afforados

）

の
供
出
、
騎
士
部
会
に
は
自
弁
で
八
〇
人
の
参
戦
、
さ
ら
に
都
市
共
同

体
に
は
一
ヶ
月
で
歩
兵
一
〇
〇
〇
人
の
供
出
と
一
三
二
〇
人
の
三
分
の

一
の
負
担
を
願
い
出
た
が
、
最
終
的
に
、
一
三
二
〇
人
の
う
ち
半
分
を

重
騎
兵
、
残
る
半
分
を
軽
騎
兵
と
し
、
都
市
共
同
体
は
教
会
領
の
共
同

体
と
と
も
に
四
〇
〇
〇
の
歩
兵
を
供
出
す
る
と
い
う
内
容
で
合
意
に
達

し
て
い
る（

（10
（

。

四
　
戦
争
と
コ
ン
セ
ホ
支
出

⑴
　
議
会
常
設
代
表
部
と
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア

　

一
三
世
紀
末
〜
一
四
世
紀
初
頭
に
ム
ル
シ
ア
王
国
領
有
を
め
ぐ
り
軍

事
衝
突
の
ピ
ー
ク
を
み
た
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
と
の
敵
対
関
係
は
、

一
四
世
紀
後
半
早
々
に
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
突
入
す
る
。
ア
ラ
ゴ
ン
連

合
王
国
の
艦
船
が
一
三
五
六
年
、
西
地
中
海
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
敵
対
す

る
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
艦
船
を
沈
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
同
都
市
国
家

と
緊
密
な
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
ペ
ド
ロ
一
世
が

イ
ベ
リ
ア
半
島
本
土
、
な
か
で
も
境
を
接
す
る
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
に
本
格

的
な
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
俗
に
い
う
「
二

人
の
ペ
ド
ロ
戦
争
」（
一
三
五
六
〜
六
九
年
）
の
戦
端
が
開
か
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
国
王
ペ
ド
ロ
四
世
は
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
の
軍
事
的

優
位
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
各
王
国
の
議
会
を
招
集
し
、
軍
事
的
支

援
を
仰
ぐ
ほ
か
な
か
っ
た
。
た
だ
で
さ
え
地
中
海
各
地
で
戦
線
を
抱
え

る
国
王
は
戦
費
調
達
を
目
的
に
議
会
依
存
を
ま
す
ま
す
強
め
る
ほ
か
な

く
、
そ
れ
が
議
会
閉
会
中
の
援
助
金
・
補
助
税
の
徴
収
・
管
理
業
務
を

独
自
に
遂
行
す
る
議
会
代
表
部
の
常
設
化
を
促
し
た
と
は
よ
く
い
わ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
発
端
を
な
し
た
の
は
、
一
三
五
七
年
七
月
末
か
ら
八
月
前
半
に

か
け
て
カ
リ
ニ
ェ
ー
ナ
に
招
集
さ
れ
た
議
会
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
あ

く
ま
で
も
対
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
戦
争
の
遂
行
と
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
の
防
衛

を
目
的
と
し
て
、
二
年
間
、
毎
年
七
〇
〇
人
の
騎
兵
（hom

bres de 
acavallo

）
の
供
出
が
最
終
的
に
合
意
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
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ソ
ン
共
通
議
会
で
は
、
王
権
が
連
合
王
国
全
土
に
向
け
て
、
実
質
的
に

は
従
来
と
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
二
年
の
あ
い
だ
、
毎
年
バ
ル
セ
ロ
ー

ナ
貨
で
総
額
二
五
〇
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
と
、
あ
か
ら
さ
ま
に
貨
幣
で
「
援

助
金
に
し
て
補
助
税
」（ajute vel subsidii

）
を
要
求
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
炉
床
あ
た
り
で
（respectu ad fogagium

）
負
担
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
ラ
ゴ
ン
六
〇
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
、
バ
レ
ン
シ

ア
王
国
五
三
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
、カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
一
二
二
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
、

マ
リ
ョ
ル
カ
王
国
一
五
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
と
配
分
さ
れ
た（
二
月
三
日
）。

ア
ラ
ゴ
ン
王
国
に
お
け
る
負
担
配
分
は
い
ず
れ
も
一
年
あ
た
り
、
教
会

一
七
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
、
貴
族
一
二
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
、
騎
士
・
イ
ン
フ
ァ

ン
ソ
ン
三
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
、
都
市
・
国
王
ウ
ィ
ラ
は
ア
ル
カ
ニ
ス
（
カ

ラ
ト
ラ
ー
バ
騎
士
団
領
）
と
モ
ン
タ
ル
バ
ン
（
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
騎
士
団

領
）
を
加
え
て
二
八
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
と
な
っ
て
い
る
（
二
月
一
三
日
）。

　

こ
う
し
て
三
月
五
日
、
き
た
る
四
月
か
ら
同
年
の
諸
聖
人
の
祝
日
ま

で
に
連
合
王
国
全
土
で
二
五
〇
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
、
さ
ら
に
翌
年
の
諸
聖

人
の
祝
日
ま
で
に
同
額
の
負
担
を
め
ぐ
り
、
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
の
都
市
共

同
体
部
会
と
、
教
会
、
貴
族
、
騎
士
の
三
部
会
と
が
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ

う
に
具
体
的
な
合
意
に
達
し
て
い
る
。
ま
ず
、
都
市
共
同
体
部
会
に
か

か
わ
る
規
定
（D

onum
 universitatum

, civitatum
 et villarum

 regaliuim
 

A
ragonum

）
で
は
、
割
当
分
の
二
八
〇
〇
〇
リ
ブ
ラ
の
徴
収
は
、（
王

権
な
ら
ぬ
）
部
会
そ
の
も
の
が
任
命
し
た
管
理
人
（adm

inistradores

）、

徴
収
人（collidores

）、受
取
人（recibidores

）、配
分
人（distribuydores

）

に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
ム
デ
ハ
ル
も
そ
の
負
担
か
ら
免
れ

ず
、
租
税
収
入
の
使
途
は
あ
く
ま
で
も
王
国
の
防
衛
の
た
め
の
戦
争
に

　

一
三
六
一
年
五
月
一
三
・
一
四
日
に
デ
ー
サ
お
よ
び
テ
レ
ー
ル
（
カ

ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
の
ソ
リ
ア
と
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
の
カ
ラ
タ
ユ
ー
と
の

境
界
地
帯
）
で
和
約
が
結
ば
れ
る
も
、
翌
一
三
六
二
年
六
月
初
頭
に
カ

ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
に
よ
っ
て
一
方
的
に
破
棄
さ
れ
、
宣
戦
布
告
も
な

い
ま
ま
に
侵
攻
し
た
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
軍
に
よ
る
包
囲
を
前
に
、
同
年

八
月
末
に
カ
ラ
タ
ユ
ー
が
降
伏
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

事
態
を
う
け
て
、
議
会
代
表
部
が
一
〇
月
二
二
日
に
サ
ラ
ゴ
ー
サ
の
誓

約
人
に
宛
て
て
発
給
し
た
命
令
状
は
、
わ
た
し
た
ち
の
問
題
関
心
か
ら

す
れ
ば
、
部
会
こ
そ
異
な
れ
ど
も
、
炉
税
の
負
担
配
分
が
実
際
に
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
か
を
具
体
的
に
指
示
し
て
い
る
点
で
た
い
へ
ん
興
味

深
い
。
曰
く
、
ア
ラ
ゴ
ン
議
会
代
表
部
は
国
王
の
奉
仕
と
王
国
の
防
衛

の
た
め
に
、
一
〇
・
一
一
月
の
た
め
に
騎
兵
七
〇
〇
を
、
重
騎
兵

三
五
〇
、
軽
騎
兵
三
五
〇
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
あ
た
り
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と

五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
で
供
出
す
る
。
そ
の
支
払
い
の
た
め
に
、
サ
ラ

ゴ
ー
サ
に
家
屋
を
も
つ
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
の
、
家
屋
数
の
新
た
な
申
告

書
が
作
成
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
（para pagar aquell se haya de 

fer nueva m
anifestacion del num

ero de casas, asi de clerigos com
o 

de legos de qualquier condicion sian, e m
oros, et jodios que en 

aquell lugar sus dom
icilios tenrran

）。
負
担
を
免
れ
な
い
の
は
、
動

産
・
不
動
産
併
せ
て
五
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
超
え
る
世
帯
で
あ
り
（por 

su casa valient en m
oble e sedient de L sueldos a suso

）、
世
帯
あ
た

り
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
（a razon de tres sueldos por cada una casa

）
を

負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る（

（10
（

。

　

一
三
六
二
年
末
か
ら
一
三
六
三
年
三
月
に
か
け
て
招
集
さ
れ
た
モ
ン
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納
税
、
そ
の
中
身
は
一
日
あ
た
り
重
騎
兵
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
・
軽
騎
兵
五

ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
と
い
う
か
た
ち
は
同
様
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
王

権
が
本
来
要
求
し
た
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
貨
で
は
な
く
、
王
国
固
有
の
ハ
カ

貨
に
あ
ら
た
め
ら
れ
て
い
て
、
王
権
は
こ
れ
を
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
人
や

バ
レ
ン
シ
ア
人
よ
り
も
多
く
受
け
と
る
こ
と
に
な
る
か
ら
と
い
う
理
由

で
了
承
し
て
い
る
（Pero plaze al senyor rey que reciban aquell 

sueldo a devantatge que los catalanes e valencianos recibran

）。
こ

れ
ら
三
部
会
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
、
代
表
委
員
（por los braços 

del dito regno sian diputadas ciertas personas

）
が
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
、

各
部
会
の
財
務
人
（tresoreros

）
ま
た
は
受
取
人
や
管
理
人
の
会
計
報

告
書
を
受
領
・
検
認
す
る
。
財
務
人
は
各
部
会
に
つ
き
一
名
、
徴
収
人

は
財
務
人
ま
た
は
代
表
委
員
（diputado

）
に
つ
き
一
名
で
、
そ
れ
ら

が
二
ヶ
月
ご
と
に
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
会
計
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る（a 

los dito tresoreros sean cada unos de los ditos braços e cada un 
collidor por aquell o por qualquiere singular de aquell diputado 
sera dar conto en la dita ciudat de dos en dos m

ese

（
（10
（s

） 

。

⑵
　
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
と
そ
の
関
連
支
出

　

以
上
の
よ
う
に
、
家
士
の
数
（num

ero de los vasallos

）＝
炉
数

（respectu ad fogagium

）
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る
援
助
金
・
補
助
税
、

す
な
わ
ち
炉
税
（fogaje

）
が
、
本
来
は
「
騎
士
封
」（
一
三
世
紀
末
に

は
「
騎
士
封
」
で
賦
課
さ
れ
る
租
税
そ
の
も
の
）
を
意
味
す
る
（
そ
れ

ゆ
え
教
会
領
と
は
無
縁
な
）
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
（cavalleria, cavallaje

）

と
呼
ば
れ
る
の
は
、
も
と
も
と
形
式
的
に
は
戦
争
に
動
員
さ
れ
る
騎
兵

限
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
騎
兵
（los hom

bres a cavallo

）
の
数
を
確

保
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
一
日
あ
た
り
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
貨

で
重
騎
兵
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
・
軽
騎
兵
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
に
あ
て
ら

れ
る
。
部
会
の
代
表
委
員
（por las ditas universidades de A

ragon e 
los sindicos suyos puedan ser diputadas ciertas personas

）
は
、六
ヶ

月
ご
と
に
モ
ン
ソ
ン
ま
た
は
相
互
に
合
意
し
た
場
所
で
当
該
援
助
金
な

ら
び
に
ヘ
ネ
ラ
リ
ダ
デ
ス
（generalidades

〔
王
国
輸
出
入
関
税
〕）
の

会
計
報
告
書
を
徴
収
人
・
受
取
人
か
ら
受
領
・
検
認
す
る
と
い
う
の
で

あ
る（

（10
（

。

　

他
方
、
教
会
、
貴
族
、
騎
士
の
三
部
会
の
割
当
分
に
か
か
わ
る
規
定

（Prelalorum
 et richorum

 hom
inum

 ac m
ilitum

 A
ragonum

）
は
、
共

同
体
部
会
の
負
担
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
っ
て
よ
り
具
体
的
な
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
き
た
る
四
月
か
ら
最
初
の
四
ヶ
月
間
は
共
同
体

部
会
が
援
助
金
と
王
国
防
衛
を
遂
行
す
る
が
、
国
王
召
集
軍
（las 

com
panyas

）
が
戦
争
を
遂
行
す
る
三
ヶ
月
間
は
毎
月
騎
兵
七
〇
〇
を

王
国
の
境
界
防
衛
に
供
出
、
残
る
一
ヶ
月
に
も
戦
闘
が
続
行
す
れ
ば
騎

兵
一
五
〇
〇
ま
た
は
そ
の
分
の
俸
給
（de m

il e cinccientos hom
ens a 

caballo o com
plim

iento de sueldo de aquellos contados e pagados
）

を
供
出
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、そ
れ
ら
三
部
会
が
実
際
に
担
当
す
る
の
は
、

翌
年
の
諸
聖
人
の
祝
日
ま
で
で
以
上
の
四
ヶ
月
に
続
く
一
年
四
ヶ
月
で

あ
る
が
、
徴
収
そ
の
も
の
は
四
月
か
ら
事
前
に
各
部
会
の
代
表
委
員

（diputados

）
が
独
自
に
徴
収
・
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
表
委

員
は
当
該
議
会
で
任
命
さ
れ
た
各
部
会
二
人
、合
計
六
人
で
あ
る
。三
ヶ

月
で
毎
月
騎
兵
七
〇
〇
、
さ
ら
に
騎
兵
一
五
〇
〇
ま
た
は
一
ヶ
月
分
の
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司
教
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
を
、
ワ
イ
ン
を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
る（

（11
（

。
か
く
し
て
五
月
七
日
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
赴
い
た
サ

ン
チ
ョ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
・
ド
ブ
リ
ー
タ
に
五
・
六
月
分
と
し
て

一
一
〇
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
が
委
ね
ら
れ
た（

（11
（

。
た
だ
、
そ
れ
は
ど
う
や
ら
バ

ル
セ
ロ
ー
ナ
貨
（
ク
ロ
ア
ッ
ト
〔croat

〕）
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

ハ
カ
貨
へ
の
両
替
手
数
料
と
し
て
九
ソ
リ
ド
ゥ
ス
が
別
途
か
か
っ
て
い

る
（
リ
ブ
ラ
あ
た
り
二
デ
ナ
リ
ウ
ス
の
両
替
手
数
料（

（11
（

）。
そ
の
後
、
遅

く
と
も
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
日
ま
で
に
、
ハ
イ
メ
・
ベ
ル
ト
ラ
ン
・
デ
・
パ

サ
ネ
ッ
ト
に
、
ハ
カ
貨
の
両
替
手
数
料
を
含
む
追
加
分
の
三
三
四
ソ
リ

ド
ゥ
ス
を
委
ね
た
う
え
に
、
前
述
の
サ
ン
チ
ョ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
・
ド

ブ
リ
ー
タ
が
サ
ラ
ゴ
ー
サ
の
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
徴
収
人
か
ら
受
領
し
た
納

税
証
明
書
の
発
行
経
費
と
印
章
代
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と

二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
を
も
た
せ
て
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
向
か
わ
せ
て
い
る（

（11
（

。
当

の
サ
ン
チ
ョ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
・
ド
ブ
リ
ー
タ
は
と
い
え
ば
、
サ
ラ
ゴ
ー

サ
渡
航
中
の
所
要
経
費
の
計
算
書
を
提
出
し
、
六
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
二
デ

ナ
リ
ウ
ス
を
コ
ン
セ
ホ
か
ら
受
け
と
っ
て
い
る（

（11
（

。
以
上
、
単
純
合
計
で

一
五
一
九
ソ
リ
ド
ゥ
ス
二
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
あ
る
。

　

七
・
八
月
分
に
つ
い
て
は
、
聖
母
被
昇
天
の
祝
日
の
の
ち
に
、
ア
ル

ナ
ウ
・
イ
セ
ル
ト
が
一
五
六
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
七
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
委

ね
ら
れ
て
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
赴
い
て
い
る（

（11
（

。
こ
の
と
き
も
実
際
に
か
れ
が

サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
持
参
し
た
の
は
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
貨
一
二
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ

ス
で
あ
り
、
こ
れ
を
小
額
の
デ
ナ
リ
ウ
ス
貨
（obole dinero

）
に
両
替

す
る
に
あ
た
っ
て
一
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
手
数
料
が
発
生
し
て
い
る（

（11
（

。
そ

れ
ゆ
え
、
単
純
合
計
は
一
五
七
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
七
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
で

（hom
bres de acavallo

）
の
供
出
（
実
質
的
に
は
騎
兵
の
俸
給
の
調
達
）

に
由
来
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
は
、

一
三
六
二
年
一
〇
月
二
二
日
に
議
会
代
表
部
の
共
同
体
部
会
が
そ
の
誓

約
人
に
宛
て
た
前
述
の
命
令
状
を
う
け
て
、
同
都
市
の
三
小
教
区
（
サ

ン
・
フ
ア
ン
・
デ
ル
・
プ
エ
ン
テ
、
サ
ン
タ
・
ク
ル
ス
、
サ
ン
・
ア
ン

ド
レ
ス
）
な
ら
び
に
ア
ル
デ
ア
（
パ
ス
ト
リ
ス
）
の
代
表
者
が
同
年
末

に
そ
れ
ぞ
れ
申
告
し
た
担
税
者
リ
ス
ト
が
、
公
証
人
ヒ
ル
・
デ
・
ボ
ラ

ウ
の
登
記
簿
を
介
し
て
例
外
的
に
伝
来
し
て
い
る（

（11
（

。
だ
が
、
こ
の
種
の

史
料
は
こ
の
段
階
で
は
あ
く
ま
で
も
例
外
で
あ
り
、（
王
国
規
模
の
網

羅
的
な
担
税
者
台
帳
（
す
な
わ
ち
事
実
上
の
セ
ン
サ
ス
）
と
な
る
と
、

歴
史
上
有
名
な
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
二
世
統
治
下
の
一
四
九
五
年
の
そ

れ
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
知
ら
れ
る
の
は
せ

い
ぜ
い
、
納
付
に
あ
た
っ
て
そ
の
つ
ど
発
給
さ
れ
た
領
収
証
な
い
し
納

税
証
明
書
（
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
領
の
フ
エ
ン
テ
ス
パ
ル
ダ
に
多
少
な

り
と
も
伝
来
す
る
）
か
、
ま
さ
し
く
わ
た
し
た
ち
が
目
下
検
討
中
の
会

計
記
録
に
お
け
る
や
や
断
片
的
な
記
述
を
数
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
は
、
件
の
会
計
記
録
の
う
ち

一
三
五
八
年
の
コ
ン
セ
ホ
四
番
か
ら
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
純
然
た
る

コ
ン
セ
ホ
収
入
で
あ
る
ペ
チ
ャ
と
は
違
い
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
の
納
付
に

先
立
つ
徴
収
分
（
あ
る
い
は
調
達
分
）
こ
そ
一
時
的
に
収
入
と
し
て
計

上
さ
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
既
納
分
は
収
入
に
は
組
み
込
ま
れ
ず
、

納
付
時
の
諸
経
費
と
と
も
に
、
も
っ
ぱ
ら
支
出
と
い
う
か
た
ち
で
登
録

さ
れ
て
い
る
。
④
支
出
の
部
で
は
ま
ず
、誓
約
人
が
五
月
早
々
に
、二
ヶ

月
ご
と
に
世
帯
あ
た
り
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
、
領
主
た
る
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
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）を
任
ぜ
ら
れ
た
前
述
の
ハ
イ
メ
・

ベ
ル
ト
ラ
ン
・
デ
・
パ
サ
ネ
ッ
ト
に
ハ
カ
貨
一
〇
〇
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
が

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
〇
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
分
を
ラ
ル
貨
か
ら

（
ハ
カ
貨
ソ
リ
ド
ゥ
ス
＝
一
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
）
両
替
し
た
際
に
発
生

す
る
差
額
分
に
ひ
と
し
い
一
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
が
併
せ
て

拠
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
と
き
は
渡
航
前
に
ハ
カ
貨
が
準
備
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う（

（12
（

。

　

翌
年
の
一
・
二
月
分
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
実
際
の
納
付
額
が

不
明
で
あ
る
。
両
月
の
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
納
付
を
要
求
す
べ
く
同
地
を

来
訪
し
た
と
お
ぼ
し
い
バ
ル
ト
ロ
メ
・
デ
・
マ
ド
ロ
ー
ナ
に
二
四
ソ
リ

ド
ゥ
ス
が
支
払
わ
れ
て
い
る
が（

（12
（

、
そ
こ
か
ら
徴
収
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
ん

だ
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
二
月
一
七
日
、
公
証
人
サ

ン
チ
ョ
・
サ
ン
ギ
リ
ェ
ム
と
ロ
ド
リ
ー
ゴ
・
サ
ン
ポ
ル
が
両
月
の
納
付

分
を
借
り
入
れ
る
た
め
に
か
か
っ
た
と
い
う
経
費
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
が
計

上
さ
れ
る
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る（

（12
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
④
支
出
の
部
は

事
実
上
こ
こ
ま
で
で
記
録
が
途
絶
え
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
二
つ
の
収

入
の
部
②
③
に
目
を
転
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
、②
末
尾
で
は
、

四
月
八
日
以
降
に
ア
ル
ナ
ウ
・
イ
セ
ル
ト
が
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
納
付
さ

れ
た
五
月
お
よ
び
そ
の
他
の
月
々
の
納
付
超
過
分
と
し
て
ラ
ル
貨

二
三
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
コ
ン
セ
ホ
に
返
納
し
て
い

る（
（12
（

。
こ
の
項
目
は
文
言
こ
そ
違
え
ど
も
、
③
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る（

（12
（

。

同
人
が
納
付
し
た
の
は
七
・
八
月
分
で
納
付
額
は
一
五
六
二
ソ
リ
ド
ゥ

ス
七
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
と
や
や
高
額
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら

の
返
金
と
考
え
た
く
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
文
言
の
う
え
で
は
五
月

あ
る
。
つ
い
で
九
・
一
〇
月
分
で
は
、
九
月
二
八
日
を
前
に
し
て
、
公

証
人
フ
ア
ン
・
エ
フ
ル
ベ
が
一
二
四
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に

持
参
し
、
二
七
・
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
費
や
し
て
納
税
証
明
書
を
発
行
し

て
も
ら
っ
て
い
る
の
で（

（11
（

、
支
出
合
計
は
一
二
六
九
・
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と

な
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
直
後
に
帰
還
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
七
・
八
月
分

を
納
付
し
た
ア
ル
ナ
ウ
・
イ
セ
ル
ト
か
ら
サ
ラ
ゴ
ー
サ
渡
航
経
費
の
計

算
書
が
提
出
さ
れ
、
一
日
あ
た
り
ハ
カ
貨
で
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
し
め
て

七
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
ハ
カ
貨
ソ
リ
ド
ゥ
ス
＝
一
三
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
で

換
算
し
て
ラ
ル
貨
七
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
九
デ
ナ
リ
ウ
ス
が
同
人
に
支
払
わ

れ
る
と
と
も
に（

（11
（

、
納
税
証
明
書
の
発
行
経
費
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
九
デ
ナ
リ

ウ
ス
と
、
職
務
遂
行
を
ワ
イ
ン
で
ね
ぎ
ら
っ
た
経
費
七
・
五
デ
ナ
リ
ウ

ス
が
併
せ
て
費
や
さ
れ
て
い
る
（
合
計
八
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
・
五
デ
ナ

リ
ウ
ス（

（12
（

）。

　

そ
の
後
（
少
な
く
と
も
九
月
二
八
日
以
降
）、（
公
証
人
）
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
ポ
ン
ス
が
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
の
命
で
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
納
付
を

要
求
す
る
べ
く
同
地
を
来
訪
し（

（12
（

、
お
お
よ
そ
三
日
に
わ
た
っ
て
滞
在
、

コ
ン
セ
ホ
は
そ
の
饗
応
に
合
計
五
九
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
を

費
や
し
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
一
一
・
一
二
月
分
の
納
付
で
は
、
ま

ず
一
一
月
三
〇
日
に
ド
ミ
ン
ゴ
・
フ
ス
ト
が
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
渡
航
し
、

渡
航
経
費
と
し
て
ハ
カ
貨
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
ハ
カ
貨
ソ
リ
ド
ゥ
ス
＝

一
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
換
算
で
ラ
ル
貨
二
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
を

受
領
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
家
士
数
の
申
告
に
赴
い
た
だ
け
で
あ
っ

た
か
、
納
付
額
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い（

（12
（

。
実
際
の
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
納
付

は
遅
れ
る
こ
と
一
二
月
二
四
日
、
領
主
貢
租
管
理
人
（am

inistrador 
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わ
る
経
費
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
渡
航
経
費
、
両
替
手
数
料
、
納
税
証
明
書
発

行
料
を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
は
納
付
を
促
す
領
主
役
人

来
訪
時
の
接
待
・
饗
応
を
含
め
る
と
、
全
体
で
九
〇
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス

前
後
の
拠
出
は
免
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
は
、
徴
収
途
上
の
未
納
付
分
の
み
が

コ
ン
セ
ホ
収
入
と
し
て
計
上
さ
れ
る
ば
か
り
な
の
で
、
一
三
六
二
年
の

六
月
初
頭
に
作
成
さ
れ
た
一
三
六
一
年
度
分
の
繰
越
計
算
書
で
あ
る
コ

ン
セ
ホ
三
番
に
は
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
に
か
か
わ
る
い
か
な
る
記
述
も
な

い
。
つ
づ
く
一
三
六
二
年
の
会
計
記
録
で
あ
る
コ
ン
セ
ホ
二
番
で
は
、

②
収
入
の
部
の
第
一
八
葉
裏
末
尾
に
、
炉
税
配
分
に
そ
く
し
て
家
士
あ

た
り
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
デ
セ
ネ
ロ
（
徴
収
人
）
か
ら

受
領
し
た
と
い
う
ラ
ル
貨
五
九
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
配
置
か
ら
み
て
会
計
年
度
末
の
四
月
後
半
で
、
や
は
り
徴
収

途
上
の
未
納
付
分
と
お
ぼ
し
い（

（12
（

。
と
な
る
と
、
こ
こ
で
も
注
目
す
べ
き

は
、
二
番
の
①
支
出
の
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
年
の
配

分
は
や
や
変
則
的
で
か
な
ら
ず
し
も
二
ヶ
月
ご
と
に
連
続
し
て
お
ら

ず
、領
主
と
の
あ
い
だ
で
な
に
か
し
ら
こ
と
を
構
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

サ
ラ
ゴ
ー
サ
か
ら
前
述
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ポ
ン
ス
が
何
度
か
現
地
を

来
訪
し
て
納
税
を
要
求
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、最
初
の
納
付
に
お
よ
ん
だ
の
は
六
月
末
日
以
降
な
が
ら
、五
・

六
月
分
で
は
な
く
、
六
・
七
月
分
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
同
じ

く
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
領
の
リ
ナ
レ
ス
の
コ
ン
セ
ホ
に
書
簡
を
送
付

し
、
詳
し
い
内
容
は
不
明
な
が
ら
領
主
に
納
付
す
る
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
へ

の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
協
議
し
て
い
る（

（13
（

。
実
際
、
ベ
レ
ン
ゲ
ー
ル
・
ト
ゥ

ほ
か
の
月
々
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
い
ず
れ
も
ラ
ル
貨
（rey.

）

で
あ
る
こ
と
が
あ
え
て
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
納
付
超
過
分
の
発
生

は
ハ
カ
貨
へ
の
両
替
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

③
で
は
そ
の
後
に
、
世
帯
ご
と
に
徴
収
し
た
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
が
ハ
カ
貨

九
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
ラ
ル
貨
換
算
で
一
〇
七
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ
ナ

リ
ウ
ス
と
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
配
列
か
ら
み
て
三
・
四
月
分
、
た

だ
し
あ
く
ま
で
も
納
付
に
先
立
つ
徴
収
分
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
に
納

付
し
て
い
る
税
額
か
ら
み
て
依
然
と
し
て
徴
収
（
ま
た
は
調
達
）
途
上

に
あ
っ
た
可
能
性
も
否
め
な
い（

（12
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
・
二
月
分
の
納
税
額
が
不
明
、
三
・
四
月
分
は
あ

く
ま
で
も
徴
収
分
と
い
う
こ
と
で
納
税
額
の
正
確
な
総
合
計
を
算
出
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
わ
か
る
と
こ
ろ
で
は
、
最
低
で

一
一
・
一
二
月
の
（
ラ
ル
貨
換
算
で
）
一
一
七
一
ソ
リ
ド
ゥ
ス
か
ら
最

高
で
七
・
八
月
の
一
五
六
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
七
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
ま
で
、
平

均
す
る
と
約
一
三
五
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
、
こ
の
あ
た
り
の
税
額
を
二
ヶ

月
ご
と
に
し
い
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
つ
ど
納
付
額

が
違
う
の
だ
か
ら
単
位
税
額
が
年
間
つ
う
じ
て
均
一
で
あ
っ
た
と
は
考

え
に
く
い
が
、
も
し
二
ヶ
月
で
世
帯
あ
た
り
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
い
う
単

位
税
額
に
極
端
な
変
化
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
計
算
上
の
担
税
世
帯

は
お
お
よ
そ
三
三
八
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
（
家
族
係
数
を
四
〜
五

と
す
る
と
、
担
税
に
か
か
わ
る
人
口
は
一
三
五
二
〜
一
六
九
〇
人
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
か
ら
年
間
で
村
落
全
体
が
八
〇
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ

ス
を
超
え
る
負
担
（
約
八
一
一
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
）
を
し
い
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
が
、
納
付
に
は
そ
の
つ
ど
、
コ
ン
セ
ホ
が
徴
収
・
調
達
に
か
か
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か
の
理
解
の
相
違
が
あ
っ
た
か
、
次
な
る
納
付
を
担
っ
た
ア
ン
ト
ン
・

グ
ア
ル
ク
は
（
後
続
す
る
一
二
・
一
月
分
で
は
な
く
）
一
一
・
一
二
月
分

の
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
で
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
滞
在
し
て
い
る（

（13
（

。
か
く
し
て
、
同

人
は
、
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
お
よ
び
「
残
り
分
」（las restas

）
の
支
払
い

と
し
て
ハ
カ
貨
七
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
（
ラ
ル
貨
換
算
で
八
一
四
ソ
リ

ド
ゥ
ス
）を
納
付
、さ
ら
に
納
付
証
明
書
の
発
行
に
ハ
カ
貨
五
ソ
リ
ド
ゥ

ス
（
ラ
ル
貨
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
〇
デ
ナ
リ
ウ
ス
）
を
費
や
し
て
い
る（

（13
（

。

　

こ
こ
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
コ
ン
セ
ホ
と
例
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ポ

ン
ス
と
の
あ
い
だ
で
担
税
す
る
家
士
数
を
め
ぐ
っ
て
書
面
で
の
や
り
と

り
が
行
わ
れ
る
一
方（

（13
（

、
コ
ン
セ
ホ
の
側
で
は
ベ
レ
ン
ゲ
ー
ル
・
ト
ゥ
ル

ト
ー
ザ
宅
に
集
ま
っ
て
、
家
士
数
な
ら
ぬ
マ
ノ
（m

ano 

後
述
）
の
分

担
書
（las cedulas de la cavaleria del conpartim

iento de las m
anos

）

が
内
内
に
作
成
さ
れ
て
い
る（

（13
（

。そ
の
う
え
で
、二
月
末
を
前
に
し
て
、（
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ポ
ン
ス
な
ら
ぬ
）
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
バ
ル
バ
ス
ト
ロ
に

サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
持
参
す
る
と
約
束
し
た
と
い
う
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
、
ラ
ル

貨
四
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
、
納
税
証
明
書
発
行
料
（
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
な

ら
ぬ
）
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
な
ら
び
に
両
替
手
数
料
三
・
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
が
、

コ
ン
セ
ホ
の
命
に
よ
っ
て
同
地
の
司
教
代
理
ペ
ロ
・
ナ
バ
ー
ロ
に
預
け

ら
れ
て
い
る（

（14
（

。
だ
が
、
三
月
に
入
る
と
、
六
・
七
月
ば
か
り
か
、
支
出

の
な
か
っ
た
八
月
の
不
足
分
と
い
う
名
目
で
、
ま
た
も
や
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ポ
ン
ス
に
ハ
カ
貨
一
二
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
、
同
地
来
訪
の
経
費
と

し
て
ラ
ル
貨
三
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
が
支
払
わ
れ
て
い
る（

（14
（

。
以
上
に
続
く
の

が
、
②
収
入
の
部
末
尾
に
付
さ
れ
た
、
納
付
前
の
家
士
あ
た
り
四
ソ
リ

ド
ゥ
ス
で
ラ
ル
貨
五
九
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う

ル
ト
ー
ザ
が
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
を
納
付
す
る
べ
く
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
向
か
う

途
上
で
リ
ナ
レ
ス
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で
コ
ン
セ
ホ
か
ら
な
ん
ら

か
の
指
令
書
を
受
け
と
っ
て
い
る（

（13
（

。
公
証
人
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ポ
ン
ス

が
六
・
七
月
分
の
納
付
を
要
求
す
る
べ
く
現
地
を
来
訪
し
た
の
も
ち
ょ

う
ど
そ
の
こ
ろ
で
あ
り（

（13
（

、
リ
ナ
レ
ス
と
協
議
し
て
納
付
に
お
よ
ん
で
い

な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
措
置
で
あ
ろ
う
か
。
正
確
な
期
日
は
不
明
な

が
ら
、
こ
れ
を
う
け
て
ベ
レ
ン
ゲ
ー
ル
・
ト
ゥ
ル
ト
ー
ザ
は
サ
ラ
ゴ
ー

サ
に
渡
航
し
、
六
・
七
月
分
と
し
て
ハ
カ
貨
七
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
ラ

ル
貨
換
算
で
八
四
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
納
付
し
、
一
〇
日
間
の
業
務
遂
行

経
費
に
ハ
カ
貨
五
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
受
け
と
っ
て
い
る（

（13
（

。

　

八
・
九
月
分
に
は
な
に
も
登
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
次
に
く
る
の
が
、

諸
聖
人
の
祝
日
の
の
ち
の
一
〇
・
一
一
月
分
の
納
付
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ペ
ロ
・
エ
ス
ピ
ル
ス
が
、
挿
入
さ
れ
た
文
言
に
よ
れ
ば

一
〇
・
一
一
月
分
と
し
て
、
先
と
同
じ
く
ハ
カ
貨
七
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、

ラ
ル
貨
換
算
で
八
四
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
納
付
し
、
納
税
証
明
書
の
発
行

に
ハ
カ
貨
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
（
ラ
ル
貨
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
〇
デ
ナ
リ
ウ

ス
）、
同
人
の
サ
ラ
ゴ
ー
サ
渡
航
経
費
と
し
て
や
は
り
一
〇
日
分
で
ハ

カ
貨
五
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
（
ラ
ル
貨
五
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
）

が
費
や
さ
れ
て
い
る（

（13
（

。
だ
が
、
納
付
直
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
ま
た
も
や

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ポ
ン
ス
が
同
地
を
来
訪
し
、
フ
ス
テ
ィ
シ
ア
と
よ
き

人
び
と
は（
両
替
手
数
料
こ
み
で
）バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
貨
一
三
一
ソ
リ
ド
ゥ

ス
八
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
支
払
っ
た
う
え
に
、
一
晩
の
接
待
・
饗
応
で
合
計

一
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
を
費
や
す
は
め
に
な
っ
て
い
る（

（13
（

。

こ
の
あ
た
り
、
領
主
役
人
と
同
地
の
コ
ン
セ
ホ
と
の
あ
い
だ
で
な
ん
ら
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ト
ー
ザ
宅
に
集
っ
て
、
マ
ノ
に
そ
く
し
た
分
担
（com

partim
iento de 

las m
anos

）
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

マ
ノ
と
は
、
コ
ン
セ
ホ
が
自
ら
財
産
査
定
額
の
水
準
に
そ
く
し
て
住

人
を
階
層
的
に
分
類
し
た
、
個
々
の
層
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

タ
ラ
ゴ
ー
ナ
近
郊
の
レ
ウ
ス
で
は
一
三
五
九
年
に
、
誓
約
人
の
一
人
が

近
隣
村
落
に
派
遣
さ
れ
、
炉
税
（
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
は
タ
ー
リ
ャ

〔talla

〕）
の
分
担
方
法
を
調
査
す
る
な
か
で
、
そ
れ
ら
住
人
が
各
マ
ノ

に
相
当
す
る
三
つ
の
階
層
区
分
に
分
か
た
れ
て
い
る
こ
と
を
ふ
ま
え

て
、自
ら
は
四
つ
の
区
分
を
導
入
し
て
い
る（

（14
（

。
ま
た
、同
じ
く
タ
ラ
ゴ
ー

ナ
近
郊
の
バ
イ
ス
で
は
、
一
三
六
九
年
の
村
落
条
例
で
、
大
マ
ノ
（m

à 
m

ajor 

五
〇
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
超
）、
中
マ
ノ
（m

à m
igana 

一
五
〇
〇

〜
五
〇
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
）、小
マ
ノ（m

à m
enor 

一
五
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ

ス
未
満
）
と
、
三
つ
の
マ
ノ
に
階
層
化
さ
れ
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い

る（
（14
（

。
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で
こ
う
し
た
方
法
が
、
少
な
く
と
も
都
市
・
村
落

条
例
の
規
定
レ
ヴ
ェ
ル
で
一
般
化
す
る
の
は
一
四
世
紀
末
か
ら
で
あ
る

が（
（14
（

、
こ
こ
か
ら
、
各
マ
ノ
（
に
属
す
る
全
世
帯
）
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

税
額
を
割
り
当
て
た
り
、
各
マ
ノ
か
ら
三
名
を
選
出
し
、
マ
ノ
を
九
な

い
し
そ
れ
以
上
に
細
分
化
し
て
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
税
額
を
割

り
当
て
た
り
、
あ
る
い
は
マ
ノ
に
関
係
な
く
、
全
世
帯
に
共
通
の
税
額

を
配
分
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
分
担
方
法
が
、
時
機
に
応
じ
て
選
択
さ

れ
た
の
で
あ
る（

（14
（

。

　

こ
の
点
で
、
年
代
こ
そ
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
四
世
紀
の
も

の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
、
コ
ン
セ
ホ
八
番
の
記
述
が
き
わ

め
て
興
味
深
い
。
八
番
は
、
カ
タ
ロ
グ
上
は
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
の

（
お
そ
ら
く
三
・
四
月
分（

（14
（

）。

　

六
・
七
月
分
の
納
付
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
は
よ
い
と
し
て
も
、

と
ん
で
一
〇
・
一
一
月
分
、
つ
い
で
な
ぜ
か
一
一
・
一
二
月
分
、
一
・
二

月
分
、納
付
が
な
か
っ
た
は
ず
の
八
月
分
を
含
む
六
〜
八
月
の
不
足
分
、

三
・
四
月
分
と
、
一
三
六
二
年
の
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
徴
収
・
納
付
は
、
納

付
周
期
で
も
申
告
世
帯
数
で
も
、
領
主
役
人
と
コ
ン
セ
ホ
と
の
あ
い
だ

で
な
ん
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
い
ず
れ

も
ハ
カ
貨
で
六
・
七
月
分
が
七
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
一
〇
・
一
一
月
分
も

同
じ
く
七
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
一
一
・
一
二
月
分
が
や
や
減
る
と
は
い

え
七
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
、
一
三
五
八
年
に
比
べ
れ
ば
税
額
そ
の
も
の

が
か
な
り
低
額
に
な
っ
て
い
る
う
え
に
、
額
面
が
か
な
り
固
定
化
さ
れ

て
い
る
印
象
を
受
け
る
（
そ
れ
は
、
納
税
証
明
書
発
行
料
や
業
務
遂
行

経
費
を
含
め
、
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
納
付
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
支
出
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
）。
三
・
四
月
分
に
あ
る
家
士
あ
た
り
四
ソ
リ
ド
ゥ

ス
が
通
年
適
用
さ
れ
る
と
す
る
と
、
担
税
世
帯
数
は
一
七
五
〜
一
八
〇

と
一
三
五
八
年
か
ら
半
数
近
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点

で
メ
ド
ラ
ー
ノ
・
ア
ダ
ン
は
、
二
ヶ
月
に
一
度
の
徴
収
・
納
付
を
前
提

と
し
て
、あ
く
ま
で
も
家
士
あ
た
り
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
記
述
の
あ
る
三
・

四
月
分
の
ラ
ル
貨
五
九
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
か
ら
単
純
に
家
士
数
を
一
四
八

と
計
算
し
て
い
る（

（14
（

。
た
だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
②
収
入
の
部
作
成
時

点
で
の
徴
収
分
で
あ
っ
て
、
納
付
す
べ
き
税
額
に
は
な
お
到
達
し
て
い

な
い
可
能
性
が
高
い
。
む
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
、
単
位
税
額
が
ハ
カ
貨
か

ラ
ル
貨
か
と
い
う
問
題
も
見
過
ご
せ
な
い
。
も
っ
と
も
、
わ
た
し
た
ち

が
注
目
す
べ
き
は
、
一
月
ご
ろ
に
誓
約
人
が
ベ
レ
ン
ゲ
ー
ル
・
ト
ゥ
ル
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記
の
す
べ
て
の
マ
ノ
の
納
税
免
除
分
」
が
、
す
べ
て
の
マ
ノ
の
う
ち
の

納
税
免
除
分
で
は
な
く
、
財
産
比
例
型
の
担
税
方
法
に
服
さ
な
い
、
そ

の
意
味
で
納
税
免
除
さ
れ
た
す
べ
て
の
マ
ノ
の
徴
収
分
を
意
味
す
る
か

ら
で
は
な
い
か
。
と
な
れ
ば
、
詳
細
は
ま
っ
た
く
不
明
な
が
ら
、
財
産

査
定
額
が
一
定
以
上
の
上
層
の
マ
ノ
に
属
す
る
世
帯
は
、
マ
ノ
ご
と
に

設
定
さ
れ
た
一
定
額
を
負
担
し
、
そ
れ
に
満
た
な
い
マ
ノ
に
属
す
る
世

帯
は
リ
ブ
ラ
あ
た
り
の
比
例
的
な
担
税
方
法
に
服
し
た
と
考
え
る
の
が

妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
世
帯
あ
た
り
一
律
で
あ
れ

ば
負
担
が
過
重
に
な
る
「
も
た
ざ
る
」
住
人
に
も
、
逆
に
、
リ
ブ
ラ
あ

た
り
一
律
で
あ
れ
ば
負
担
が
過
重
に
な
る
「
も
つ
」
住
人
に
も
受
け
入

れ
や
す
い
、
複
合
的
な
分
担
方
法
が
模
索
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
モ
ン
ソ
ン
共
通
議
会
（
一
三
六
二
〜
六
三
年
）
以
降
、
ほ
と

ん
ど
間
隔
を
お
か
ず
毎
年
の
よ
う
に
議
会
が
招
集
さ
れ
、
そ
の
つ
ど
対

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
戦
争
の
遂
行
と
王
国
の
防
衛
を
名
目
と
す
る
炉
税
＝

カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
賦
課
の
要
求
と
そ
の
協
賛
が
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
一
三
六
四
年
サ
ラ
ゴ
ー
サ
議
会
（
一
三
六
四
年
八
月
一
八
日
〜

一
三
六
五
年
八
月
一
四
日
）
で
は
、
一
四
ヶ
月
間
、
騎
兵
一
〇
〇
〇
の

供
出
（
重
騎
兵
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
・
軽
騎
兵
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
）
が

要
求
さ
れ
、
そ
の
分
担
は
教
会
部
会
二
一
〇
、
貴
族
部
会
二
六
〇
、
騎

士
部
会
六
〇
、
共
同
体
部
会
四
五
〇
、
残
る
二
〇
が
ヘ
ネ
ラ
リ
ダ
デ
ス

収
入
で
補
填
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（15
（

。
そ
の
う
ち
八
〇
〇
〇
〇
ソ
リ

ド
ゥ
ス
に
つ
い
て
は
、
教
会
二
二
五
三
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
貴
族

一
六
二
六
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
騎
士
四
〇
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
共
同
体

三
七
二
五
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
い
う
か
た
ち
で
分
担
し
、
そ
れ
ぞ
れ
教
会

租
税
記
録
の
断
片
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き

た
会
計
記
録
と
同
様
に
、収
入
の
部
の
末
尾
部
分
の
断
片
と
お
ぼ
し
い
。

と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ
れ
ば
、
納
付
前
の
三
・
四
月
分

の
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
徴
税
収
入
、
つ
い
で
年
度
収
入
の
総
合
計
と
し
て

ラ
ル
貨
八
四
二
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
ハ
カ
貨
一
三
二
二
ソ

リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス（

（14
（

が
連
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
前
者
の

カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
徴
収
分
は
、
二
つ
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

状
態
が
悪
く
部
分
的
に
読
め
る
ば
か
り
の
第
一
項
は
、「
マ
ノ
に
よ
り
」

（por m
anos

）
分
担
さ
れ
た
分
と
お
ぼ
し
く
金
額
は
不
明（

（14
（

、
第
二
項
で

は
、
リ
ブ
ラ
あ
た
り
ハ
カ
貨
二
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
ハ
カ
貨
ソ
リ
ド
ゥ

ス
＝
一
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
換
算
し
て
ラ
ル
貨
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
一
デ
ナ

リ
ウ
ス
で
、「
上
記
の
す
べ
て
の
マ
ノ
の
納
税
免
除
分
」（las faltas de 

todas las dichas m
anos

）
を
差
し
引
い
た
分
が
（
お
そ
ら
く
）
ラ
ル

貨
九
五
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
と
な
っ
て
い
る（

（15
（

。
そ
れ
ゆ
え
、

本
来
は
家
士
＝
世
帯
数
に
そ
く
し
て
配
分
さ
れ
る
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ

ア
が
、
コ
ン
セ
ホ
の
側
で
は
ど
う
や
ら
二
つ
の
方
法
で
処
理
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
は
マ
ノ
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た

一
定
額
を
分
担
し
た
分
、
他
方
は
ペ
チ
ャ
と
同
様
に
リ
ブ
ラ
あ
た
り
で

比
例
的
に
割
り
当
て
ら
れ
た
分
担
分
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ペ

チ
ャ
と
同
じ
く
リ
ブ
ラ
あ
た
り
ハ
カ
貨
二
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
＝
ラ
ル
貨

二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
の
比
例
的
な
担
税
方
法
が
と
ら
れ
た

と
す
れ
ば
、
た
と
え
納
税
免
除
分
を
差
し
引
い
た
に
し
て
も
、
ペ
チ
ャ

を
収
入
の
基
盤
と
す
る
年
度
収
入
の
総
合
計
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
な

金
額
が
出
て
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、「
上
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告
記
録
を
作
成
し
、
そ
れ
を
も
と
に
（
各
部
会
四
名
で
合
計
）
一
六
名

の
代
表
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
配
分
を
決
定
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
こ
れ

を
う
け
て
、
あ
く
ま
で
も
戦
時
の
騎
兵
の
配
分
を
目
的
と
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
、
ユ
ダ
ヤ
、
ム
デ
ハ
ル
、
財
産
を
も
つ
聖
職
者
の
す
べ
て
の

炉
な
い
し
家
屋
の
総
数
を
居
住
地
ご
と
に
網
羅
し
た
申
告
記
録

（m
anifestacion de todos los fuegos o casas

）
を
作
成
す
る
こ
と
が

決
議
さ
れ
て
い
る（

（15
（

。
な
お
、「
二
人
の
ペ
ド
ロ
戦
争
」
そ
の
も
の
は

一
三
六
九
年
の
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
国
王
ペ
ド
ロ
一
世
の
死
没
を
も
っ
て

ひ
と
ま
ず
終
結
を
み
る
が
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
王
国
と
の
緊
張
関
係
は

依
然
と
し
て
く
す
ぶ
り
続
け
、
や
や
間
隔
を
お
い
て
招
集
さ
れ
た

一
三
七
五
年
の
タ
マ
リ
ー
テ
議
会
で
も
な
お
、
対
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
戦

争
を
目
的
と
し
て
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
供
出
が
要
求
さ
れ
、
最
終

的
に
一
日
あ
た
り
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
の
俸
給
を
要
す
る
槍

騎
兵
（lanças

）
五
〇
〇
を
四
ヶ
月
間
供
出
、
も
し
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ

遠
征
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
（
当
初
二
ヶ
月
な
が
ら
）
三
ヶ
月
で

一
〇
〇
〇
に
変
更
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
合
意
に
達
し
て
い
る（

（15
（

。

　

プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
と
同
じ
く
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
領
の
フ
エ
ン

テ
ス
パ
ル
ダ
に
お
け
る
、
一
三
六
五
〜
六
九
年
の
一
連
の
納
税
証
明
書

は
、
ほ
ぼ
毎
月
納
付
が
履
行
さ
れ
た
か
、（
二
ヶ
月
な
ら
ぬ
）
月
あ
た

り
の
単
位
税
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
三
六
五
年
八
月
一
五

日
の
納
税
証
明
書
で
は
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
に
委
任
さ
れ
た
委
員

（acom
isari

）
で
あ
る
バ
ル
デ
ロ
ブ
レ
ス
の
フ
ス
テ
ィ
シ
ア
（
ギ
リ
ェ

ム
・
ペ
レ
ス
・
デ
・
モ
リ
ー
ナ
）
が
、
同
大
司
教
領
の
バ
ル
デ
ロ
ブ
レ

ス
、
ベ
セ
イ
テ
、
フ
エ
ン
テ
ス
パ
ル
ダ
、
ト
ー
レ
・
デ
ル
・
コ
ン
テ
、

八
〇
〇
〇
、
貴
族
一
〇
〇
〇
〇
、
騎
士
四
二
〇
〇
、
共
同
体
一
二
〇
〇
〇

と
、
担
税
家
屋
数
（núm

ero de casas

）
を
具
体
的
に
列
挙
し
て
配
分

さ
れ
て
い
る（

（15
（

。
つ
い
で
一
三
六
五
年
末
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
サ
ラ
ゴ
ー
サ
議
会
（
一
三
六
五
年
一
一
月
二
五
日
〜
一
三
六
六

年
二
月
六
日
）
で
は
、
き
た
る
二
・
三
月
で
八
〇
〇
の
騎
兵
の
供
出
が

要
求
さ
れ
て
お
り
、
一
日
あ
た
り
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
で
、
前
年

一
二
月
・
同
年
一
月
分
と
二
・
三
月
分
に
分
割
し
て
、
教
会
・
貴
族
・

騎
士
部
会
で
四
七
〇
、
共
同
体
部
会
は
三
〇
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、

残
る
三
〇
に
は
一
二
〜
三
月
分
の
ヘ
ネ
ラ
リ
ダ
デ
ス
が
あ
て
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る（

（15
（

。
そ
の
直
後
に
招
集
さ
れ
た
カ
ラ
タ
ユ
ー
議
会

（
一
三
六
六
年
三
月
一
〇
日
〜
四
月
一
六
日
）
で
は
、直
前
の
サ
ラ
ゴ
ー

サ
議
会
で
要
求
さ
れ
た
騎
兵
八
〇
〇
を
め
ぐ
っ
て
あ
ら
た
め
て
協
議
さ

れ
て
お
り
、
最
終
的
に
騎
兵
六
〇
〇
（
重
騎
兵
・
軽
騎
兵
そ
れ
ぞ
れ
半

分
、
一
日
あ
た
り
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
）
を
、
き
た
る
四
月
一
日
か

ら
翌
年
一
月
一
日
ま
で
に
分
割
納
付
す
る
と
い
う
こ
と
で
合
意
に
い

た
っ
て
い
る（

（15
（

。

　

翌
一
三
六
七
年
は
ふ
た
た
び
サ
ラ
ゴ
ー
サ
議
会
（
一
三
六
七
年
三
月

六
日
〜
九
月
二
二
日
）
で
、
五
〜
八
月
の
四
ヶ
月
で
騎
兵
七
〇
〇
（
一

日
あ
た
り
ハ
カ
貨
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
）
の
供
出
が
要
求
さ
れ
た
が
、
議
会

代
表
部
は
前
年
に
つ
づ
く
過
重
な
負
担
に
抗
議
し
、
最
終
的
に
六
・
七

月
で
七
〇
〇
人
、
一
日
あ
た
り
ハ
カ
貨
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
を
賄
う

こ
と
で
合
意
を
み
て
い
る（

（15
（

。
こ
こ
で
は
と
く
に
、
王
権
が
各
部
会
に
対

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
名
を
選
任
、
併
せ
て
一
二
名
な
い
し
そ
れ
以
上
が

各
部
会
に
帰
属
す
る
全
世
帯
数
を
居
住
地
ご
と
に
網
羅
し
た
最
新
の
申
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翌
一
三
六
八
年
一
月
二
七
日
に
は
、
直
近
の
サ
ラ
ゴ
ー
サ
議
会

（
一
三
六
七
年
）
で
教
会
部
会
に
配
分
さ
れ
た
と
い
う
二
〇
リ
ブ
ラ
の

う
ち
、
一
二
・
一
月
分
と
し
て
ハ
カ
貨
六
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
同
地
が

納
付
し
て
い
る（

（16
（

。
残
る
は
お
お
よ
そ
一
年
後
の
一
三
六
九
年
二
月
七
日

の
納
税
証
明
書
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
年
一
〇
月
に
世
帯
あ
た
り
三

ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
納
付
し
た
総
額
に
加
え
て
、
不
足
分
九
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス

が
納
付
さ
れ
た
と
い
う
ば
か
り
で
あ
る（

（16
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
フ
エ
ン
テ
ス
パ
ル
ダ
で
は
、
二
ヶ
月
ご
と
の
納
付

で
あ
っ
て
も
単
位
税
額
が
月
ご
と
に
比
較
的
細
か
く
設
定
さ
れ
て
い
る

が
、
炉
数
＝
世
帯
数
は
一
三
六
五
〜
六
九
年
に
一
貫
し
て
八
五
と
、
い

さ
さ
か
も
変
動
が
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
理
論
上
、
ひ
と
た
び
炉
数
＝

世
帯
数
を
申
告
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
五
年
は
変
更
が
き
か
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
と
な
れ
ば
、
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
の
場
合
も
申
告
さ

れ
た
炉
数
は
基
本
的
に
一
貫
し
て
い
て
、
現
実
的
に
納
付
額
が
多
少
な

り
と
も
変
動
す
る
以
上
、
会
計
記
録
に
断
片
的
に
記
述
の
あ
る
二
ヶ
月

の
単
位
税
額
が
そ
の
つ
ど
変
動
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
た

だ
、
こ
こ
に
は
す
で
に
、
一
ヶ
月
か
二
ヶ
月
か
と
い
う
（
納
付
な
ら
ぬ
）

徴
収
周
期
の
差
異
が
み
て
と
れ
る
。
む
ろ
ん
、
史
料
の
性
格
の
差
異
と

い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
教
会
部
会
の
筆
頭
代

表
委
員
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
に
任
命
さ
れ
た
徴
収
委
員
が
発
給
す
る
、

正
規
の
納
税
証
明
書
に
み
ら
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
計
算
と
徴
収
の
方

法
が
、
村
落
レ
ヴ
ェ
ル
で
独
自
に
行
わ
れ
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
フ
エ
ン
テ
ス
パ
ル
ダ
で
さ
え
、
そ
の
背
後
で
独
自
の

方
法
を
模
索
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
前
述
の
コ
ン
セ
ホ
八
番

マ
サ
レ
オ
ン
の
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
納
付
を
管
轄
、
各
村
落
の
コ
ン
セ
ホ
に

納
税
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
フ
エ
ン
テ
ス
パ
ル
ダ

は
、三
〜
八
月
は
毎
月
世
帯
あ
た
り
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
、担
税
世
帯
（per 

casa

）
八
五
で
合
計
二
五
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
さ
ら
に
八
・
九
月
は
毎
月

世
帯
あ
た
り
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
、
同
じ
く
八
五
世
帯
で
六
八
〇
ソ
リ

ド
ゥ
ス
、
以
上
合
計
で
九
三
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
な
っ
て
い
る（

（15
（

。
つ
い
で

同
年
一
一
月
二
九
日
の
納
税
証
明
書
で
は
、
九
月
が
世
帯
あ
た
り
（per 

dom
o

）
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
合
計
四
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
、

一
〇
・
一
一
月
は
月
に
世
帯
あ
た
り
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
で

合
計
が
ハ
カ
貨
七
六
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
併
せ
て
八
〇
七
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六

デ
ナ
リ
ウ
ス
で
あ
る
（
同
じ
く
担
税
世
帯
は
八
五（

（15
（

）。
そ
れ
以
降
、
カ

バ
ジ
ェ
リ
ア
は
直
接
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
納
付
す
る
こ
と
を
し
い
ら
れ
た
ら

し
く
、
す
べ
て
の
納
税
証
明
書
が
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
発
給
さ
れ
て
い
る
。

　

一
三
六
六
年
は
な
い
が
、
一
三
六
七
年
の
納
税
証
明
書
は
三
点
を
数

え
る
。
ま
ず
、
一
三
六
七
年
三
月
九
日
で
は
、
二
月
分
と
し
て
炉
な
い

し
家
屋
あ
た
り
（por fuego o casa

）
ハ
カ
貨
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
八
五

の
担
税
世
帯
数
で
総
額
三
四
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
が
納
付
さ
れ
て
い
る（

（16
（

。
つ

い
で
同
年
一
〇
月
七
日
は
、
九
月
分
と
し
て
八
五
世
帯
、
世
帯
あ
た
り

ハ
カ
貨
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
、
総
額
二
一
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス

六
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
あ
る（

（16
（

。
同
年
一
一
月
七
日
の
納
税
証
明
書
で
は
、七
・

八
月
分
と
し
て
、
各
月
世
帯
あ
た
り
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
で

五
四
一
ソ
リ
ド
ゥ
ス
八
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
さ
ら
に
六
月
分
（
明
記
さ
れ
て

い
な
い
が
計
算
上
は
世
帯
あ
た
り
一
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
）

を
加
え
て
総
額
七
〇
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
と
な
っ
て
い
る（

（16
（

。
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わ
れ
、
三
〇
日
間
で
合
計
一
二
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
支
出
を
要
し
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
財
源
の
大
半
は
ど
う
や
ら
一
部
の

富
裕
な
住
人
か
ら
の
借
入
に
頼
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ア

ン
・
ポ
マ
お
よ
び
（
司
祭
）
ア
ン
ト
ン
・
ポ
マ
か
ら
六
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ

ス
、
司
祭
ペ
ロ
・
ヒ
ネ
ー
ル
か
ら
二
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
、
い
ず
れ
も

弩
兵
派
兵
の
た
め
と
使
途
を
明
記
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
借
り
入
れ
て
い
る

の
で
あ
る（

（16
（

。

　

一
三
五
八
年
の
コ
ン
セ
ホ
四
番
で
は
、
聖
母
被
昇
天
の
祝
日
以
降
に

合
計
八
回
、
そ
の
つ
ど
異
な
る
三
人
の
弩
兵
を
、
駐
屯
期
間
を
少
し
ず

つ
ず
ら
し
な
が
ら
派
兵
す
る
と
い
う
、
あ
る
種
の
輪
番
制
が
と
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
派
兵
先
は
一
貫
し
て
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
方
面

か
ら
ダ
ロ
ー
カ
、
さ
ら
に
は
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
つ
う
ず
る
主
要
交
通
路
で

あ
る
、ヒ
ロ
カ
川
直
近
の
城
塞
エ
ル
・
ポ
ー
ジ
ョ
（
現
エ
ル
・
ポ
ー
ジ
ョ
・

デ
ル
・
シ
ッ
ド
。
ダ
ロ
ー
カ
属
域
内
）
で
あ
る
。
各
人
の
一
日
あ
た
り

の
俸
給
は
一
八
デ
ナ
リ
ウ
ス
で
あ
り
、
往
復
に
要
す
る
各
四
日
間
ま
た

は
往
路
四
日
間
・
帰
路
二
日
間
は
無
償
（levado cada quatro dias 

franquos de ida e de venida, levado IIII dias de ida e dos de 
venida

）、
三
人
合
計
で
一
三
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
（
一
人
あ
た
り
四
五
ソ

リ
ド
ゥ
ス
）ま
た
は
一
八
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス（
一
人
あ
た
り
六
〇
ソ
リ
ド
ゥ

ス
）
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
三
〇
日
間
ま
た
は
四
〇
日
間

の
現
地
駐
屯
が
求
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
し
当
初
規
定
さ
れ
た
日

数
を
超
え
た
場
合
に
は
、
帰
路
の
四
日
間
（
ま
た
は
二
日
間
）
を
差
し

引
い
て（abatiendo cada IIII días de franquo

）日
数
分
の
俸
給
が
き
っ

ち
り
と
支
払
わ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
、
合
計
二
四
人
、
超
過
日

の
記
述
が
あ
ま
り
に
も
断
片
的
で
、
正
確
な
年
代
も
不
明
で
あ
る
憾
み

が
あ
る
が
（
一
三
六
三
年
以
降
で
あ
る
こ
と
は
確
実
）、
前
述
の
よ
う

に
領
主
役
人
と
コ
ン
セ
ホ
と
の
あ
い
だ
で
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
徴

収
・
納
付
を
め
ぐ
り
な
に
か
し
ら
問
題
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、

あ
く
ま
で
も
炉
＝
世
帯
＝
家
士
数
を
課
税
の
根
拠
と
す
る
王
権
と
、
マ

ノ
あ
た
り
で
あ
れ
、
リ
ブ
ラ
あ
た
り
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

で
あ
れ
、
そ
れ
を
独
自
の
方
法
で
分
担
し
よ
う
と
す
る
村
落
と
の
あ
い

だ
の
ず
れ
か
ら
生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
同
時
に

次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
時
の
炉
税
＝
カ
バ

ジ
ェ
リ
ア
こ
そ
が
、
ペ
チ
ャ
で
は
一
貫
し
て
リ
ブ
ラ
あ
た
り
一
律
の
比

例
的
方
法
が
と
ら
れ
た
村
落
に
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
財
産
査
定
額
に
も

と
づ
く
階
層
区
分
の
導
入
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

⑶
　
軍
事
奉
仕
支
出

　

対
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ
戦
争
は
、
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
の
首
府
に
し
て
サ
ラ

ゴ
ー
サ
大
司
教
の
主
座
サ
ラ
ゴ
ー
サ
へ
の
軍
事
侵
攻
さ
え
を
も
無
視
で

き
な
い
も
の
に
し
た
よ
う
で
あ
る（

（16
（

。
同
大
司
教
領
の
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ

ル
ボ
の
コ
ン
セ
ホ
は
、
領
主
に
対
す
る
軍
事
奉
仕
の
名
目
で
、
同
都
市

に
つ
う
ず
る
侵
攻
ル
ー
ト
の
防
衛
に
現
実
に
参
与
す
る
よ
う
し
い
ら
れ

て
い
る
。
ま
ず
、
一
三
五
六
年
の
コ
ン
セ
ホ
一
番
に
は
、
正
確
な
期
日

は
不
明
な
が
ら
、
支
出
の
部
第
一
〇
葉
裏
、
そ
れ
ゆ
え
お
そ
ら
く
同
年

の
後
半
に
、
二
〇
名
の
弩
兵
（ballestero

）
を
三
〇
日
間
、
大
司
教
の

も
と
に
派
兵
す
る
の
に
要
し
た
と
す
る
支
出
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
弩
兵
各
人
に
は
一
日
あ
た
り
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
が
支
払
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か
ら
の
借
入
金
が
あ
て
ら
れ
て
い
る（

（17
（

。

五
　
結
論

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ラ
ゴ
ン
王
国
最
南
部
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大

司
教
領
の
一
村
落
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
に
は
、
王
国
全
体
で
み
て
も

比
較
的
早
期
の
一
四
世
紀
中
葉
か
ら
、
一
連
の
村
落
会
計
記
録
が
伝
来

す
る
。
そ
れ
は
、
領
主
で
あ
る
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
へ
の
収
支
報
告
を

旨
と
す
る
所
領
会
計
記
録
で
は
な
く
、
コ
ン
セ
ホ
に
よ
る
独
自
の
村
落

行
政
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
、
村
落
そ
の
も
の
の
財
政
収
支
記
録

で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
同
地
は
遅
く
と
も
そ
れ
ら
が
作
成
さ
れ
た
一
四

世
紀
中
葉
に
は
す
で
に
、
独
自
の
財
政
と
、
そ
れ
を
管
理
・
運
営
す
る

固
有
の
行
政
組
織
の
成
立
を
み
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。本
稿
は
、

領
主
ば
か
り
か
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
＝
議
会
常
設
代
表
部
教
会
部
会

筆
頭
委
員
を
介
し
て
国
家
と
接
点
を
も
つ
こ
と
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
ま

さ
し
く
そ
の
時
期
に
、
同
地
の
村
落
財
政
が
い
か
に
し
て
管
理
・
運
営

さ
れ
、
い
か
な
る
変
容
を
遂
げ
た
か
を
、
そ
れ
ら
会
計
記
録
の
綿
密
な

分
析
を
つ
う
じ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。

　

欠
落
が
多
く
や
や
断
片
的
な
、
一
四
世
紀
中
葉
の
四
点
の
会
計
記
録

ま
た
は
そ
の
断
片
の
テ
ク
ス
ト
生
成
論
的
分
析
は
、
そ
れ
ら
の
作
成
そ

の
も
の
が
行
政
実
践
の
一
環
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
本
格
的
な

内
容
の
検
討
に
先
立
つ
、た
ん
な
る
作
業
の
前
提
で
は
け
っ
し
て
な
い
。

二
名
の
誓
約
人
は
原
則
と
し
て
、
会
計
記
録
作
成
用
の
紙
束
の
調
達
に

は
じ
ま
る
五
月
初
日
か
ら
翌
年
の
四
月
末
日
ま
で
を
一
会
計
年
度
と
し

数
分
を
含
む
支
払
い
総
額
は
一
一
七
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
あ
る（

（16
（

。
少
な
く

と
も
そ
の
財
源
の
一
部
は
、
や
は
り
一
部
の
住
人
か
ら
そ
の
つ
ど
借
り

入
れ
る
ほ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
コ
ン
セ
ホ
は
ハ
イ
メ
・

ベ
ル
ト
ラ
ン
か
ら
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
八
〇

ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
一
三
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
借
り
入
れ
て
い
る（

（16
（

。 

　

一
三
六
二
年
の
コ
ン
セ
ホ
二
番
で
は
、
弩
兵
の
派
兵
先
が
、
同
じ
く

ヒ
ロ
カ
川
流
域
な
が
ら
、
エ
ル
・
ポ
ー
ジ
ョ
か
ら
東
北
東
約
一
四
キ
ロ

に
位
置
す
る
、サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
領
の
ク
タ
ン
ダ
に
変
わ
っ
て
い
る
。

一
日
あ
た
り
の
俸
給
は
一
八
デ
ナ
リ
ウ
ス
、原
則
と
し
て
一
ヶ
月（
三
〇

日
）
間
の
駐
屯
と
な
っ
て
い
て
、
七
月
か
ら
ほ
ぼ
毎
月
、
こ
の
年
は
二

名
ず
つ
派
兵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
つ
ど
九
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
支
出

を
要
し
た
こ
と
に
な
る（

（16
（

。
た
だ
、そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
原
則
で
あ
っ
て
、

八
〜
九
月
に
は
、
一
時
的
に
一
人
あ
た
り
三
ソ
リ
ド
ゥ
ス
の
俸
給
で

二
二
人
の
弩
兵
が
動
員
さ
れ
て
い
る
（
俸
給
が
一
日
あ
た
り
一
八
デ
ナ

リ
ウ
ス
で
あ
れ
ば
、
駐
屯
期
間
は
二
日（

（17
（

）。
ま
た
、
一
二
月
に
は
、
弩

兵
の
駐
屯
が
な
ん
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
一
〇
日
間
に
と
ど
ま
り
、
残

る
二
〇
日
間
を
め
ぐ
っ
て
同
地
と
ク
タ
ン
ダ
と
の
あ
い
だ
で
問
題
が
生

じ
て
い
る
。
後
日
、
ク
タ
ン
ダ
の
ア
ル
カ
イ
デ
が
執
達
人
を
遣
し
て
欠

勤
日
数
分
の
駐
屯
を
要
求
し
て
お
り
、
同
地
の
コ
ン
セ
ホ
は
執
達
人
の

俸
給
六
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
支
払
う
は
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（17
（

。実
際
、

三
月
に
は
フ
ス
テ
ィ
シ
ア
直
々
の
命
令
に
よ
り
、
別
途
三
週
間
の
派
兵

が
履
行
さ
れ
て
い
る（

（17
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
全
体
で
は
、
合
計
三
六
人
、

俸
給
支
出
の
総
額
が
六
一
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
少
な

く
と
も
二
月
分
の
俸
給
九
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
に
は
、
ベ
ル
ナ
ッ
ト
・
ポ
マ
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が
、第
二
の
収
入
の
部
は
同
じ
く
時
系
列
に
そ
く
し
て
は
い
る
も
の
の
、

「
ペ
チ
ャ
の
書
」
か
ら
事
前
に
計
算
さ
れ
た
ペ
チ
ャ
納
付
見
込
み
総
額

を
冒
頭
に
掲
げ
な
が
ら
、
各
人
が
実
際
に
納
入
し
た
ペ
チ
ャ
の
合
計
額

と
、
借
入
金
な
ら
び
に
一
時
的
な
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
徴
収
（
な
い

し
調
達
）
分
か
ら
な
る
ペ
チ
ャ
以
外
の
収
入
項
目
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
頁

合
計
で
明
確
に
区
別
し
な
が
ら
列
挙
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
両
者

は
い
ず
れ
も
会
計
年
度
末
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
お
ぼ
し
い
が
、
そ
の

内
容
か
ら
み
て
前
者
よ
り
あ
と
に
後
者
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
内
容
の
大
半
が
重
複
す
る
の
に
、
こ
う
し
た
措
置
が
必
要
と

さ
れ
た
の
は
、
本
来
ペ
チ
ャ
収
入
に
依
存
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
村
落

財
政
が
、こ
の
年
度
に
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
異
例
の
支
出
に
迫
ら
れ
て
、

も
っ
ぱ
ら
富
裕
住
人
か
ら
の
借
入
と
い
う
か
た
ち
で
そ
れ
を
は
る
か
に

上
回
る
財
源
を
調
達
す
る
こ
と
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
一
つ
は
も
ち
ろ
ん
蝗
害
対
策
経
費
、
い
ま
一
つ
は
対
カ
ス

テ
ィ
ー
リ
ャ
戦
争
に
由
来
す
る
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
賦
課
が
そ
れ

で
あ
る
。

　

な
か
で
も
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
賦
課
は
、
対
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ャ

戦
争
の
勃
発
を
う
け
て
一
三
五
七
年
の
カ
リ
ニ
ェ
ー
ナ
議
会
以
降
、
議

会
常
設
代
表
部
の
常
設
化
を
促
す
一
方
、
一
三
六
〇
年
代
を
つ
う
じ
て

事
実
上
常
態
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
そ
れ
が
一
連
の
会
計
記
録

に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
み
て
と
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
当
初
は
ご
く
少

数
の
ハ
カ
貨
収
入
を
換
算
す
る
こ
と
な
く
額
面
そ
の
ま
ま
に
ラ
ル
貨
合

計
に
加
算
し
て
い
た
の
が
、
一
三
六
一
年
分
の
繰
越
金
計
算
書
（
コ
ン

セ
ホ
三
番
）
で
は
、
ラ
ル
貨
と
ハ
カ
貨
と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
計
算
す

て
収
支
を
管
理
し
、
六
月
に
フ
ス
テ
ィ
シ
ア
、
誓
約
人
、
よ
き
人
び
と

か
ら
な
る
次
年
度
の
コ
ン
セ
ホ
構
成
員
と
と
も
に
繰
越
金
の
計
算
を

行
っ
て
、
繰
越
金
を
コ
ン
セ
ホ
に
返
納
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
で
い
え
ば
、
冒
頭
の
題
辞
そ
の
ま
ま
に
支
出
明

細
を
主
と
す
る
一
三
五
六
年
の
コ
ン
セ
ホ
一
番
は
、
そ
れ
が
既
定
値
で

あ
っ
た
か
を
判
断
す
る
材
料
に
事
欠
く
と
は
い
え
、
繰
越
金
計
算
を
行

う
ま
で
の
一
連
の
業
務
に
あ
た
っ
て
最
低
限
必
要
な
情
報
を
網
羅
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
と
に
題
辞
も
な
く
支
出
の
部
に
比
べ
れ
ば
明

ら
か
に
簡
素
な
収
入
の
部
は
、
前
年
度
の
誓
約
人
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
ホ

に
返
納
さ
れ
る
繰
越
金
を
計
算
す
る
た
め
の
最
低
限
の
材
料
と
な
っ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
が
か
く
も
簡
素
で
あ
り
え
た
の
は
、
村
落

財
政
が
も
っ
ぱ
ら
財
産
比
例
型
の
ペ
チ
ャ
（
コ
ン
セ
ホ
税
）
収
入
に
依

存
し
て
お
り
、
会
計
記
録
の
な
か
で
言
及
さ
れ
る
「
ペ
チ
ャ
の
書
」、

す
な
わ
ち
事
実
上
の
住
人
財
産
査
定
・
申
告
記
録
を
も
と
に
納
付
見
込

み
総
額
が
事
前
に
計
算
可
能
で
、
ペ
チ
ャ
の
収
入
明
細
を
か
な
ら
ず
し

も
必
要
と
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
繰
越
金
計
算
で
は
、

そ
こ
か
ら
納
付
免
除
分
を
差
し
引
け
ば
事
足
り
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

と
な
る
と
、
繰
越
金
計
算
書
を
欠
く
も
の
の
収
入
・
支
出
明
細
を
ほ

ぼ
も
れ
な
く
含
む
一
三
五
八
年
の
コ
ン
セ
ホ
四
番
こ
そ
が
、
む
し
ろ
異

様
と
も
い
う
べ
き
趣
き
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
い
ず
れ
も
固
有
の
題
辞
を
掲
げ
た
二
つ
の
収

入
の
部
で
あ
る
。
第
一
の
収
入
の
部
は
八
名
の
ペ
チ
ャ
徴
収
人
と
一
名

の
誓
約
人
と
が
そ
れ
ぞ
れ
段
階
的
に
徴
収
・
納
入
し
た
ペ
チ
ャ
を
筆
頭

に
、
個
々
の
収
入
を
期
日
ご
と
に
登
録
し
た
純
粋
な
収
入
明
細
で
あ
る
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村
落
単
位
で
一
定
額
が
集
団
的
に
賦
課
さ
れ
た
の
で
、
コ
ン
セ
ホ
は
自

ら
の
手
で
「
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
リ
ブ
ラ
で
」
財
産
額
を
査
定
し
、
査
定
額

に
応
じ
て
比
例
的
に
住
人
に
よ
る
分
担
割
り
当
て
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
所
産
が
も
ち
ろ
ん
一
四
世
紀
末
か
ら
伝
来
す
る
住
人
財

産
査
定
・
申
告
記
録
で
あ
り
、
問
題
の
会
計
記
録
の
な
か
で
言
及
さ
れ

る
「
ペ
チ
ャ
の
書
」
こ
そ
ま
さ
し
く
そ
の
先
駆
形
態
に
相
当
す
る
も
の

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。（
少
な
く
と
も
一
四
世
紀
末
に
は
）

一
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
＝
一
リ
ブ
ラ
で
財
産
査
定
さ
れ
た
リ
ブ
ラ
あ
た
り

の
単
位
税
額
が
決
定
さ
れ
れ
ば
、
納
付
免
除
分
お
よ
び
納
付
不
能
申
告

分
を
差
し
引
い
た
一
会
計
年
度
の
徴
収
見
込
み
総
額
は
、
実
際
の
徴

税
・
納
付
を
前
に
し
て
計
算
さ
れ
え
た
の
で
あ
る
。

　

わ
た
し
た
ち
が
知
り
え
た
断
片
的
な
デ
ー
タ
で
は
、
計
算
上
、
①

一
三
四
七
年
は
全
体
で
二
〇
一
七
三
リ
ブ
ラ
、
単
位
税
額
は
リ
ブ
ラ
あ

た
り
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
徴
収
見
込
み
総
額
は
六
七
九
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、

②
一
三
五
六
年
は
一
二
一
五
一
リ
ブ
ラ
、単
位
税
額
は
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
、

徴
収
見
込
み
総
額
は
六
〇
七
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
③

一
三
五
八
年
は
四
七
九
四
リ
ブ
ラ
、
単
位
税
額
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
徴
収

見
込
み
総
額
九
五
八
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
④
一
三
六
一
年
は
同
じ
く
単
位

税
額
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
、
リ
ブ
ラ
総
額
・
徴
収
見
込
み
総
額
は
と
も
に

不
明
な
が
ら
、
後
者
が
ラ
ル
貨
総
収
入
一
三
五
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
六
デ

ナ
リ
ウ
ス
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
リ
ブ
ラ
総
額
は
多
く
と
も

六
七
六
〇
リ
ブ
ラ
以
下
、
⑤
一
三
六
二
年
に
は
単
位
税
額
が
不
明
で
あ

る
が
、
前
年
の
リ
ブ
ラ
総
額
が
一
三
五
八
年
に
比
べ
て
多
少
な
り
と
も

増
加
に
転
じ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
徴
収
人
に
よ
っ
て
実

る
よ
う
に
な
り
、
一
三
六
二
年
の
コ
ン
セ
ホ
二
番
の
収
入
の
部
に
い

た
っ
て
は
、
頁
合
計
で
ラ
ル
貨
に
先
ん
じ
て
ハ
カ
貨
の
合
計
が
掲
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ハ
カ
貨
で
納
付
を
し
い
ら
れ
た

炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
が
、
も
と
も
と
ラ
ル
貨
の
流
通
圏
に
属
す
る
同

地
で
、
ハ
カ
貨
使
用
の
機
会
を
従
来
に
な
く
増
大
せ
し
め
た
こ
と
の
証

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
二
ヶ
月
ご
と
の
現
地
徴
収
・
サ
ラ
ゴ
ー
サ
納
付
を

し
い
ら
れ
た
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
収
支
を
、
会
計
記
録
に
い
か
に

反
映
さ
せ
る
か
模
索
し
た
形
跡
も
み
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
（
会
計
記
録

の
主
体
で
あ
る
）
コ
ン
セ
ホ
に
と
っ
て
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
は
支
出

で
し
か
な
い
か
ら
、
そ
の
具
体
的
な
と
こ
ろ
は
支
出
の
部
に
み
ら
れ
る

ば
か
り
で
あ
る
。
収
入
と
み
な
さ
れ
う
る
の
は
、
し
い
て
い
え
ば
徴
収

（
ま
た
は
調
達
）
時
の
み
で
あ
る
が
、
会
計
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
る
年

度
末
に
は
、
す
で
に
二
ヶ
月
ご
と
に
納
付
済
み
の
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ

ア
の
徴
収
分
を
あ
ら
た
め
て
収
入
の
部
に
登
録
す
る
理
由
が
な
い
の

で
、
納
付
を
控
え
た
三
・
四
月
分
の
徴
収
分
の
み
が
わ
ず
か
に
登
録
さ

れ
る
に
と
ど
ま
る
。
コ
ン
セ
ホ
は
結
局
、
会
計
記
録
に
も
っ
ぱ
ら
支
出

と
い
う
か
た
ち
で
登
録
す
る
ほ
か
な
い
新
た
な
負
担
を
、
同
地
住
人
に

課
す
こ
と
を
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
同
地
が
服
し
た
租
税
は
、
同
時
期
に
議
会
を
介
し
て
賦

課
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
新
た
な
援
助
金
・
補
助
税
で
あ
る
炉
税
＝
カ

バ
ジ
ェ
リ
ア
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
一
三
世
後
半

に
事
実
上
定
着
し
た
通
常
租
税
こ
そ
が
、
ペ
チ
ャ
課
税
に
立
脚
す
る
独

自
の
村
落
財
政
の
生
成
に
一
役
買
っ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
都

市
・
国
王
ウ
ィ
ラ
と
同
じ
く
聖
界
領
一
般
も
免
れ
な
か
っ
た
宿
泊
税
は
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は
、
課
税
対
象
の
リ
ブ
ラ
総
額
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
コ
ン
セ
ホ
要
職
を
歴
任
し
た
有
力
家
族
の
成
員
を
八
名
も
徴
収

人
と
し
て
動
員
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
、

一
三
六
一
年
は
同
じ
く
単
位
税
額
が
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
と
き
は
逆
に
、
一
三
五
八
年
に
比
べ
れ
ば
課
税
可
能
リ
ブ
ラ

額
が
多
少
な
り
と
も
増
加
し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
が
比
較
的
高

額
な
繰
越
金
を
発
生
せ
し
め
、
そ
の
結
果
、
同
年
度
の
誓
約
人
が
そ
れ

を
、
一
三
六
二
年
を
つ
う
じ
て
コ
ン
セ
ホ
に
返
納
す
る
の
に
窮
す
る
と

い
う
事
態
を
生
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ペ
チ
ャ
担
税
リ
ブ
ラ
額
を
政
策
的
に
限
定
し
て
単
位
税
額
を
引
き
上

げ
る
措
置
が
と
ら
れ
た
の
は
、
蝗
害
禍
に
さ
い
な
ま
れ
た
一
三
五
八
年

に
は
限
定
さ
れ
な
い
。
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
む
し
ろ
、
同
年
か
ら
議
会

常
設
代
表
部
を
つ
う
じ
て
新
た
に
賦
課
さ
れ
た
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア

の
分
担
と
密
接
に
関
係
す
る
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
各
村
落
か
ら
申
告
さ
れ
た
炉
数
＝
世
帯
数
＝
家
士
数
を

根
拠
に
機
械
的
に
割
当
額
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
同
地
で
は
、

二
ヶ
月
ご
と
に
年
六
回
の
徴
収
と
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
の
ハ
カ
貨
納
付
を
よ

ぎ
な
く
さ
れ
て
い
る
。
一
三
五
八
年
に
は
一
一
七
一
ソ
リ
ド
ゥ
ス
〜

一
五
六
二
ソ
リ
ド
ゥ
ス
七
・
五
デ
ナ
リ
ウ
ス
、
一
三
六
二
年
に
は
大
き

く
割
当
額
が
下
が
る
も
の
の
七
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
〜
七
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ

ス
を
、
そ
の
つ
ど
業
務
遂
行
経
費
は
す
べ
て
コ
ン
セ
ホ
負
担
で
納
付
し

て
い
る
。
問
題
は
お
そ
ら
く
、
た
だ
で
さ
え
財
産
査
定
額
に
応
じ
て
比

例
的
に
賦
課
さ
れ
る
ペ
チ
ャ
を
通
例
負
担
す
る
住
人
に
、
家
士
一
人
あ

た
り
一
律
で
新
た
に
賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ

際
に
納
入
さ
れ
た
三
七
四
五
ソ
リ
ド
ゥ
ス
（
ま
た
は
四
四
三
五
ソ
リ

ド
ゥ
ス
一
デ
ナ
リ
ウ
ス
）
が
、
四
デ
ナ
リ
ウ
ス
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も

六
デ
ナ
リ
ウ
ス
あ
た
り
の
単
位
税
額
で
徴
収
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ

さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
や
や
飛
ん
で
⑥
一
三
八
九
年
の
住
人
財
産
査

定
・
申
告
記
録
で
は
、
リ
ナ
レ
ス
お
よ
び
モ
ス
ケ
ル
エ
ラ
の
エ
レ
デ
ロ

含
む
リ
ブ
ラ
総
額
が
八
六
五
四
・
五
リ
ブ
ラ
、
単
位
税
額
が
四
デ
ナ
リ

ウ
ス
、
徴
収
見
込
み
総
額
が
し
め
て
二
八
八
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
一
〇
デ
ナ

リ
ウ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　

①
と
②
と
の
あ
い
だ
に
ペ
ス
ト
禍
の
影
響
を
み
て
と
る
こ
と
は
た
や

す
い
が
、
徴
収
見
込
み
総
額
自
体
は
、
単
位
税
額
の
二
デ
ナ
リ
ウ
ス
引

き
上
げ
に
よ
り
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
驚
か
さ

れ
る
の
は
、
②
と
③
と
の
あ
い
だ
、
わ
ず
か
二
年
の
あ
い
だ
に
、
単
位

税
額
が
四
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
な
が
ら
、
徴
収
見
込
み
総
額
は
一
・
五

倍
の
増
加
を
み
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
純

計
算
で
は
、
リ
ブ
ラ
総
額
の
大
幅
な
減
少
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
八
人
の
徴
収
人
と
一
人
の
誓
約
人
と
い
う
例
年
に
な
い
人

員
を
動
員
し
て
徴
収
に
あ
た
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か

と
い
う
疑
問
を
喚
起
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
事
態
は
お
そ
ら
く
こ
う
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
リ
ブ
ラ
総
額
の
大
幅
な
減
少
は
一
義
的
に
財
産
そ

の
も
の
、
ひ
い
て
は
人
口
そ
の
も
の
の
減
少
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
課
税
可
能
な
リ
ブ
ラ
額
が
減
少
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
必
然
的
に
、
例
年
に
な
い
高
額
な
単
位
税
額
を
課
す
こ

と
が
可
能
な
財
産
を
、
特
定
の
、
お
そ
ら
く
は
比
較
的
富
裕
な
家
族
の

そ
れ
に
政
策
的
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
コ
ン
セ
ホ
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基
盤
と
す
る
コ
ン
セ
ホ
自
ら
の
財
源
か
ら
各
人
の
俸
給
を
賄
う
こ
と
に

よ
っ
て
履
行
さ
れ
た
の
が
、
そ
の
最
た
る
例
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

註（
87
）　

た
と
え
ば
、
一
三
世
紀
後
半
の
テ
ル
エ
ル
の
場
合
、
テ
ル
エ
ル
そ
の

も
の
は
免
除
さ
れ
る
一
方
、
八
五
に
も
お
よ
ぶ
そ
の
ア
ル
デ
ア
（
属
域

村
落
）
が
一
二
〇
〇
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を
集
団
的
に
負
担
し
、
三
回
に
わ

た
っ
て
分
割
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。C

TEM
, doc. no. 31 

(1258, V
I, 16), 154 (1281, V

I, 21).

　
（
88
）　A

C
A

, C
ancillería, registro 51, f. 22 (1284, X

II, 26).

　
（
89
）　L. G

onzález A
ntón, Las U

niones aragonesas y las C
ortes del 

reino (1283-1301), vol. II: D
ocum

entos, Zaragoza, 1975, p. 81-82: 
[Linares y otras] —

 [E]n aquella m
ism

a fueron propuestas querellas 
por los procuradores de Linares del Puerto, del C

astellvispal, del 
Exorques dʼius esta form

a: / Los procuradores de Linares del Puerto 
de C

astellvispal de Exorcas Linares, que son del V
ispe de Saragoça, 

se quereyllan quʼel senynor R
ey m

ando levar de los ditos logares M
 

e D
C

C
C

C
 solidos por çena dʼest present, por los quales dineros son 

penyorados, la cual sena costum
naron pagar. / [L]a qual quereylla 

feyta por los procuradores de los ditos logares, rrespusso el senynor 
R

ey en la form
a que se sigue: / A

l capitol de las cenas de Linares 
del Puerto, del C

astellvispal e de Exorcas, rresponde el senynor R
ey 

que aquellas çenas que el prende que las reçiba por su dreyto porque 
su liyatge lo ha assi costum

nado.

　
（
90
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 3. 

　
（
91
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 18v. 

ア
を
い
か
に
分
担
さ
せ
る
か
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
コ
ン
セ

ホ
が
住
人
に
よ
る
分
担
で
は
な
く
、
一
時
的
に
借
入
に
頼
ろ
う
と
し
た

形
跡
が
み
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
い
か
に
む
ず
か
し
か
っ
た
か
を
端
的

に
も
の
が
た
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
考
え
ら
れ
う
る
方
法
の
一
つ
が
、

ペ
チ
ャ
担
税
リ
ブ
ラ
額
を
政
策
的
に
限
定
し
て
単
位
税
額
を
引
き
上
げ

る
、
す
な
わ
ち
比
較
的
富
裕
な
世
帯
に
ペ
チ
ャ
負
担
を
限
定
す
る
こ
と

で
コ
ン
セ
ホ
収
入
を
確
保
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
家
士
数
に
組
み
込

ま
れ
た
全
住
人
が
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
分
担
に
声
を
上
げ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
む
ろ
ん
、
単
位

税
額
の
引
き
上
げ
ら
れ
た
ペ
チ
ャ
と
炉
税
＝
カ
バ
ジ
ェ
リ
ア
の
双
方
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
る
比
較
的
富
裕
な
住
人
に
対
す
る
配
慮
を
欠
い
た

も
の
で
あ
っ
て
も
い
け
な
い
。
こ
こ
に
、
一
定
の
財
産
査
定
額
に
そ
く

し
て
住
人
を
階
層
化
し
、
階
層
ご
と
に
異
な
る
単
位
税
額
や
分
担
方
法

を
設
定
す
る
、
い
わ
ゆ
る
マ
ノ
の
導
入
が
模
索
さ
れ
た
最
大
の
要
因
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
同
地
の
村
落
財
政
の
生
成
と
変
化
は
い
ず
れ
も
、

サ
ラ
ゴ
ー
サ
大
司
教
と
い
う
領
主
と
の
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
租
税

の
分
担
を
め
ぐ
る
国
家
と
の
関
係
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
そ
う
し
て
生
成
・
変
化
を
遂
げ
た
村
落
財
政
は
、
国
家
と
領
主

と
の
関
係
が
議
会
を
介
し
て
大
き
く
変
化
す
る
の
と
並
行
し
て
、
あ
る

い
は
む
し
ろ
そ
れ
に
先
ん
じ
て
、
自
ら
の
領
主
と
の
関
係
を
も
根
本
的

に
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
領
主
に
対
す
る
軍
事
奉
仕
の
供
出
で

さ
え
、
も
は
や
個
人
レ
ヴ
ェ
ル
の
紐
帯
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
コ
ン

セ
ホ
を
介
し
て
自
立
的
か
つ
集
団
的
に
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
ペ
チ
ャ
を
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vezinos tierratenyentes de la present V
illa M

osqueruela y Linares 
las ditas offrender y concello m

andar ager a razon de quatro dineros 
por liura que sum

a dos m
il ochocientos huitantas quatro sueldos 

diez dineros. —
 II m

il D
C

C
C

 LX
X

X
 IIII [sueldos]. 

　
（
98
）　A

M
P, D

ocum
entación notarial, Protocolo, doc. 15, f. 28v-29 

(1347, V
III, 1): Exim

eno Sanpol e Johan Segura jurados en voz e en 
nom

bre del concello del Puerto dam
os acoblar la pecha de la villa 

del Puerto e de los herederos que son en la villa del Puerto e de sus 
term

inos a vos D
om

ingo X
ulue notario e Jaym

e V
idal a entrances 

ensenble que son X
X

 m
il e C

LX
X

III liuras am
edias de tres covebas 

otros que m
ontan tres m

il C
C

C
 X

C
 V

II sueldos reales las cuales 
ayades coblado daquia al dia de sant M

artin prim
ero vinient. 

　
（
99
）　A

M
P, D

ocum
entación notarial, Protocolo, doc. 15, f. 52 (1347, X

, 
27): Exim

ino Santpol e Johan Segura jurados atorgam
os aver ovido 

de vos D
om

ingo X
ulue e Jaym

e V
idal collidores de la pecha C

C
C

C
 

sueldos reales de la pecha que vos collides por que querem
os que 

sean batidos de la sum
a de la dita pecha que supra; f. 66v (1347, 

X
II, 18): Johan Segura e Exim

ino Santpol jurados atorgam
os aver 

hovido de D
om

ingo X
ulue e Jaym

e V
idal peyteros de D

C
C

C
X

X
V

II 
sueldos reales los quales son de los dineros de la peyta por que 
quiero que nunque vos sean dem

andadas ante sean abatidas de la 
otra m

ayor quantia. 
　
（
100
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 8v: Item
 recebi de Johan M

oreta jurado 
della pecha quel quoge de los herederos de M

osqueruela e de 
Linares —

 C
 sueldos.

　
（
101
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 1: Sum
a las liuras que coye Johan Sanç 

C
C

C
C

 X
C

 liuras e m
edia que m

ontan en ditos nou cientos e LX
X

X
 

m
enos hun sueldos. / Sum

a la [cedulla] de Johan Ferer m
il C

C
C

C
 L 

　
（
92
）　J. M

edrano A
dán, Puertom

ingalvo en el siglo XV. Iniciativas 
cam

pesinas y sistem
a social en la m

ontaña turolense, Teruel, 2006, 
p. 38; C

. Laliena C
orbera, El im

pacto del im
puesto sobre las 

econom
ías cam

pesinas de A
ragón en vísperas de la U

nión (1277-
1283), D

ynam
iques du m

onde rural dans la conjoncture de 1300: 
échanges, prélèvem

ents et consom
m

ation en M
éditerranée 

occidentale, R
om

e, 2014, pp. 561-604. 

拙
稿
「
一
四
世
紀
前
半
ア
ラ

ゴ
ン
南
部
に
お
け
る
租
税
・
領
主
制
・
商
品
交
換
」『
史
学
研
究
（
広

島
史
学
研
究
会
創
立
九
〇
周
年
記
念
号
）』
第
三
〇
五
号
、二
〇
二
〇
年
、

一
一
三
―
一
三
九
頁
。

　
（
93
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 10, f. 16: M
iguel B

ernat m
anifiesto A

nthon 
C

oncell y D
om

ingo B
ernat; f. 18: N

o. M
uller de Perico de G

allen 
m

anifiesta fue faltos. 

　
（
94
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 10, f. 19: Pere Exulue fue tornado com
o se 

estava —
 V

I liuras; f. 19v: R
am

on Y
sert de A

nthon fue tornado 
com

o se estaua —
 V

I liuras m
ealla; f. 20: R

am
on B

enorses fue 
tornado com

o se estava —
 I liura m

ealla; f. 20v: Vicent de Lucia fue 
tornado com

o se estaua —
 X

 liuras. 

　
（
95
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 10, f. 21: Sum
a uniuersal. D

e todas las liuras 
assi de vezinos com

o de tierratenientes y herederos de la present de 
oilla y assi que Linares com

o que M
osqueruela desm

it en X
X

X
V

IIII 
firm

as de playa de se dem
uestra ocho m

il sey cientos cinquanta 
quarto liuras y m

edia.

　
（
96
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 10, f. 22v: Sum
a las liuras de los vezinos de 

V
illafranca (V

illaferm
osa?) segunt en tres sum

as de plana se 
dem

uestra seycient nueu liuras y m
edia —

 D
C

 V
IIII liuras m

ealla.

　
（
97
）　

A
M

P, C
oncejo, doc. 10, f. 23: L

as sobredichas ocho m
il 

seycientos cinquanta quatro liuras y m
edia que en vinuerse de los 
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五
四
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
同
二
二
日
か
ら
後
者
が
供
出
し
た
重
騎
兵

一
〇
・
軽
騎
兵
一
と
合
流
し
、
併
せ
て
重
騎
兵
一
四
・
軽
騎
兵
二
の
俸

給
が
一
二
月
末
日
ま
で
の
一
〇
一
日
分
で
、
単
価
同
じ
で
合
計

一
二
一
二
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
、
こ
れ
に
先
遣
時
の
五
四
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
を

加
え
て
全
体
が
総
額
一
二
六
六
〇
ソ
リ
ド
ゥ
ス
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ

こ
か
ら
、
王
権
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
小
麦
、
ワ
イ
ン
、
燕
麦
、
チ
ー
ズ
、

さ
ら
に
国
王
付
医
師
や
国
庫
管
理
人
の
俸
給
と
い
っ
た
諸
経
費
が
控
除

さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
除
く
総
額
八
〇
三
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
三
デ
ナ
リ

ウ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
す
べ
て
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
貨
）。

A
C

A
, C

ancillería, registro 271, f. 225-225v (1309, X
II, 31). 

　
（
105
）　J. Á

. Sesm
a M

uñoz y M
. Lafuente G

óm
ez, C

ortes y parlam
entos 

del reinado de Pedro IV, vol. 1 (A
cta curiarum

 regni A
ragonum

, 
tom

o II), Zaragoza, 2013, pp. 205-207. 

　
（
106
）　B

N
E, M

ss. 8634: Actos de las C
ortes de Aragón del año 1357-

1414, f. 39v-41. 

　
（
107
）　M

. T. A
inaga A

ndrés, El fogaje aragonés de 1362: aportación a la 
dem

ografía de Zaragoza en el siglo X
IV, Aragón en la Edad M

edia, 
no. 8, 1989, pp. 33-58, esp. núm

. 1 del apéndice docum
ental (1362, 

X
, 22). 

　
（
108
）　J. Á

. Sesm
a M

uñoz y M
. Lafuente G

óm
ez, C

ortes y parlam
entos 

del reinado de Pedro IV, vol. 1 (A
cta curiarum

 regni A
ragonum

, 
tom

o II), Zaragoza, 2013, pp. 303-310 (1363, III, 5).
　
（
109
）　Ibid., pp. 310-318 (1363, III, 5). 

　
（
110
）　M

. T. A
inaga A

ndrés, El fogaje aragonés de 1362, núm
. 2 (San 

Juan del Puente, 1362, X
II, 2), 3 (Santa C

ruz, 1362, X
II, 19), 5 (San 

A
ndrés, 1362, X

II, 24), 4 (Pastriz, 1362, X
II, 24) del apéndice 

docum
ental.

　
（
111
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 16v: Item
 a otra part spendiem

os hun 

II sueldos.
　
（
102
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 3, f. 2v: Item
 daron por conto que se avie 

tirado de las letras del libro de la peyta por su sagram
ent C

C
 X

X
X

 
V

III liuras e m
edia que m

ontan que se deven abatir de lo que avien 
atornar a concello los ditos jurados—

 C
C

C
C

 LX
X

 V
II sueldos. / 

Item
 a otra part fueron dados por faltas que no se podien coyer de 

las letras del libro de la peyta C
 LX

X
 II libras e m

edia que m
ontan e 

se deven abatir de lo que deven tornar a concello —
 C

C
C

 X
L V

 
sueldos.

　
（
103
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 3, f. 3: E asi abatido la dita quantidad de lo 
que ellos deuen a concello han atornar puram

ent a concello de 
reales—

 dos m
ill X

C
 sueldos X

 dineros reales. / E a otra part han 
atornar de jacceses —

 m
ill C

 X
X

X
 e II sueldos V

I dineros.

　
（
104
）　B

U
Z, M

s. 97: Sum
ario y resum

ario de las C
ortes celebradas en 

A
ragón por sus serenissim

os reyes. H
echos de orden de los 

diputados del reyno de Aragón por G
erónim

o de Blancas, cronista 
del m

ism
o reyno. Año de 1585, f. 45. 

な
お
、
こ
の
よ
う
に
王
権
が
、

も
は
や
封
建
的
支
配
関
係
に
ね
ざ
し
た
無
償
か
つ
自
弁
の
軍
事
奉
仕
で

は
な
く
、
一
日
あ
た
り
一
定
の
俸
給
を
対
価
に
重
騎
兵
・
軽
騎
兵
の
供

出
を
要
求
し
て
召
集
軍
を
編
成
す
る
例
は
、
す
で
に
一
三
〇
九
年
の
ア

ル
メ
リ
ー
ア
遠
征
の
段
階
に
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
バ
レ
ン
シ
ア

王
国
北
端
の
プ
エ
ブ
ラ
・
デ
・
ア
レ
ノ
ス
を
中
心
に
カ
ス
テ
リ
ョ
北
部

に
勢
力
を
誇
っ
た
有
力
貴
族
ア
レ
ノ
ス
家
の
ペ
ド
ロ
・
ホ
ル
ダ
ン
と
そ

の
従
兄
弟
ヒ
メ
ノ
・
ペ
レ
ス
・
デ
・
ア
ン
デ
ィ
ー
リ
ャ
の
場
合
は
、
国

庫
か
ら
次
の
よ
う
な
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、

前
者
は
、
同
年
九
月
七
日
〜
二
一
日
ま
で
一
五
日
間
の
先
遣
部
隊
を
編

成
し
た
重
騎
兵
四
・
軽
騎
兵
一
を
供
出
し
た
の
で
、
そ
の
俸
給
が
各
人

一
日
あ
た
り
そ
れ
ぞ
れ
八
ソ
リ
ド
ゥ
ス
・
四
ソ
リ
ド
ゥ
ス
で
、
し
め
て
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sueldos m
edio.

　
（
119
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 21*v: Item
 recebido conto de A

rnau 
Y

sert de X
IIII días que m

ecío ohír e enuenir entro a Ç
aragoça por 

concello a V
 sueldos jaqueses por jornal que m

ontan LX
X

 sueldos 
jaqueses que se cam

eyam
os a X

III e m
edio que m

ontan de reyalles 
LX

X
V

III sueldos IX
 dineros.

　
（
120
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 21: Item
 le dam

os por el albaran que 
aduxo della paga que fízo por concello allos vicarios por razon de la 
quavalleria con recanbío de los V

I sueldos sueldos jaqueses que 
costo que m

ontan —
 V

I sueldos IX
 dineros [   ] . / Item

 espendiem
os 

al dito conto que recibiem
os del dito A

rnau Y
sert de vino —

 V
II 

dineros m
ealla.

　
（
121
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 21v: Item
 espendiem

os quando vino 
Francisquo Ponz por el senyor arcebispe la dem

andar los quantare 
dinero la prim

era nochí costo vino que benieron los hom
bres que se 

pallgaron —
 X

II dineros.

　
（
122
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 23*: Item
 dí a D

om
ingo Justo que yva 

por concello a Ç
aragoça e levo el num

ero de los vassallos al senyor 
de la quavalleria el sobre dito dia que m

ontan de reyalles —
 X

X
 

sueldos jaqueses / X
X

III sueldos IIII dineros [reyalles].

　
（
123
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 23: Item
 a otra part dam

os a Jaym
e 

B
eltran de Pasanet asín com

o am
istrador de las rendas del senyor 

arcebispe por don Pero G
arcia de Licuan los qualles le dam

os por la 
cavalleria del m

es de novienbre e de dezyenbre a X
X

IIII dias de 
dezyenbre —

 m
il C

 IIII sueldos jaqueses. / Item
 a otra part costo el 

recanbío de los C
IIII sueldos jaqueses reyalles a razon de X

IIII —
 

X
V

II sueldos IIII dineros.

　
（
124
）　

A
M

P, C
oncejo, doc. 4, f. 24*v: [Item

 dí a] B
ertollom

e de 

cuarter de vino que costo X
V

I dineros quando esleym
os quantos 

podien pagar al senyor los IIII sueldos por dos m
eses.

　
（
112
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 16v: Item
 dam

os a Sancho M
artinez 

quando fue a Zaragoza V
I dias del m

ayo —
 m

il C
 hun sueldos e  III 

I dineros  sueldos. 

　
（
113
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 16v: Item
 costam

os el recam
io dellos 

barceloneses —
 IX

 sueldos.

　
（
114
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 16v-17: Item
 dam

os a Jaym
e B

eltran de 
Pasante C

C
C

 X
X

X
IIII sueldos rem

anientes a par del sueldo delos 
vasallos los qualles el / Levo a Ç

aragoça contando el canbio de los 
jaqueses —

 / Item
 a otra part le dam

os —
 V

I sueldos. / Por el 
albaran e por el dapnar della obligacion que a Sancho d’O

blitas avia 
fecho allos collidores del sueldo en Ç

aragoça. / Item
 dam

os al 
seyello —

 II sueldos.

　
（
115
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 17: Item
 dam

os a Sancho M
artinez pora 

m
ission recebido conto dellos que dias que y davie estado —

 LX
IIII 

sueldos e II dineros.

　
（
116
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 18v: Item
 espende que dí A

rnau Y
sert 

quando fue por el concello lo qualles levo allos vicarios por razon 
de la quavallería —

 m
il D

 LX
 II sueldos e V

II dineros m
ealla.

　
（
117
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 19: Item
 costo el recam

bío de m
il e 

dezyentos sueldos barcelloneses quel levo A
rnau Y

sert a Ç
aragoça a 

d’obole dinero por liura que m
ontan —

 X
 sueldos.

　
（
118
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 19v: Item
 dam

os a Johan de Exulve 
notario quando fue a Ç

aragoça quel levo por el num
ero de los 

vassallos al senyor arcebispe contado el recanbio —
 m

il C
C

 X
L II 

sueldos. / Item
 dam

os a el m
ism

o por el levar los sobre ditos dinero 
al dito senyor e que aduxo albaran de paga de aquel —

 X
X

V
II 
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X
II dineros que levo huna letra que aduxo B

elenguer Tortosa 
quando fue a Ç

aragoça alla cavaleria en la villa al Linares. 

　
（
132
）　A
M

P, C
oncejo, doc. 2, f. 4v: Item

 dam
os a Francisco Ponz 

notario quando vino a dem
andar la cavaleria del m

es de junio e de 
julio del anyo sobre dito X

X
X

IIII sueldos reales con la m
ission que 

fiço con la qual m
anda dar el concello. 

　
（
133
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 5v: Item
 dam

os a B
elenguer Tortosa ella 

cavalleria que levo a Ç
aragoça del m

es de junio e de jullio por los 
vasallos que fueron travados en el lugar del Puerto D

C
C

 e X
X

 
sueldos yaqueses en las quales avie C

C
 sueldos yaqueses…

 que 
m

ontan en reales a raçon de X
IIII quas canvieron D

C
C

C
 X

L sueldos 
reales. / Item

 dam
os a B

elenguer Tortosa por X
 dias quas avie en la 

dita m
andadia L sueldos yaqueses <C

IV
 sueldos que costo el 

l’albaran> que m
ontan de reales X

IIII sueldos LIIII sueldos II 
dineros e m

eallas. 

　
（
134
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 7v: Item
 dam

os a don Pero des Pils 
quando fue a Ç

aragoça <por el m
es de ohctubre e de noviem

bre> 
afer la paga de la cavaleria D

C
C

 X
X

 sueldos yaqueses e m
ontan en 

reales D
C

C
C

X
L sueldos reales. / E aduxo albaran de la paga e costo 

el albaran V
 sueldos yaqueses que m

ontan en reales V
I sueldos 

m
enos dos dineros. / Item

 a otra part le dam
os por sus yornales por 

X
 dias que estuo en ir ienuenir e enestar L sueldos yaqueses que 

m
ontan en reales LV

III sueldos e IIII dineros. 
　
（
135
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 8: Item
 dam

os a Francisco Ponz por 
m

andam
iento del justicia e de los hom

bres buenos C
X

X
X

I sueldos 
ocho dineros con el recanvio que costaron los barcelloneses qual 
haviem

os adar.

　
（
136
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 8v-9: Item
 dam

os a ahun m
oço que 

M
adrona a raçon de gudar [   ] a dem

andar los [dineros] de 
cavalleria del [m

es de enero] e de fevrero por su trebal e tacheron la 
[   ] buenos —

 X
X

IIII sueldos.

　
（
125
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 24*v: [Item
 dí a] Sancho Sant G

illem
 

notario e a R
odrigo Santpol [   ] [  ]sata quando fueron a m

anlevar 
dineros quel [   ] avie m

enester por a la cavallería del m
es de [enero] 

e de febrero a X
V

II días de febrero por a paga [   ] —
 V

I sueldos.

　
（
126
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 9v: Item
 recebí de A

rnau Y
sert de los 

dineros que se torno por razon del quantare dinero que al concello 
convinien apagar por el m

es de m
ayo e otros m

eses los qualles se 
torno de Ç

aragoza —
 C

C
X

X
X

V
 sueldos III m

iallas rey.

　
（
127
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 12v: Item
 recebí de A

rnau Y
sert dellos 

dineros que se torno del quantare dinero quel levo quando fue por 
m

andadero al senyor a Ç
aragoça —

 C
C

X
X

X
V

 sueldos e tres m
ialas 

rey.

　
（
128
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 12v: Item
 recebí de la cavallería que 

quogieron los dezeneros por casas de jaqueses D
C

C
C

C
X

X
 sueldos 

que m
ontan de reyalles —

 m
il LX

X
III sueldos IIII dineros.

　
（
129
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 18v: R
ezibiem

os de los deçeneros de la 
cavalleria que se cogie a IIII sueldos por vasallo segunt pareçe por 
m

enudo en hun quaderno a part fecho de la distribuçion —
 D

 X
C

 
IIII sueldos reales.

　
（
130
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 4-4v: Item
 dam

os a hun m
oço que levo 

huna letra all concello de Linares sobre el enviajaran de la cavalleria 
al senyor costo X

V
I dineros. / Item

 espendieron quando fueron a las 
vistas con los de Linares por el feyto de la cavalleria del enviar al 
senyor espendieron III sueldos e m

edio. 

　
（
131
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 4v: Item
 a otra part dam

os a hun hom
bre 
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otra part le dam
os por a m

ism
o dia de lo que y estuvo X

X
X

 sueldos 
reales.

　
（
142
）　A
M

P, C
oncejo, doc. 2, f. 18v: R

ezibiem
os de los deçeneros de la 

cavalleria que se cogie a IIII sueldos por vasallo segunt pareçe por 
m

enudo en hun quaderno a part fecho de la distribuçion —
 D

 X
C

 
IIII sueldos reales.

　
（
143
）　J. M

edrano A
dán, Puertom

ingalvo en el siglo XV, p. 167. 

　
（
144
）　J. M

orelló B
adget, Fiscalitat i deute públic en dues viles del 

C
am

p de Tarragona. Reus i Valls, segles XIV-XV, B
arcelona, 2001, 

pp. 371-374.

　
（
145
）　J. M

orelló B
adget, Les estim

es de Valls de 1378: repartició de la 
riqueza i sistem

a contributiu, H
istoria et docum

enta. Revista de 
divulgació històrica i dels fons docum

entals de l’Arxiu H
istòric 

C
om

arcal. Valls (Alt C
am

p), no. 7, 2003, p. 16. 

　
（
146
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ル
デ
ィ
・
ム
レ
リ
ョ
・
バ
ジ
ェ
ッ
ト
か

ら
直
接
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
そ
の
ご
厚
意
に
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。

　
（
147
）　J. M

orelló B
adget, Les tècniques de repartició fiscal en una vila 

del C
am

p de Tarragona: R
eus en el període 1462-1480, El poder 

real en la C
orona de Aragón (siglos XIV-XVI), 4 vols., Jaca, 1993, t. 

1, pp. 197-199.

　
（
148
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 8, f. 1: Sum
a m

ayor el universal de todas las 
sobre ditas sum

as e recebtas e planos recebidas e venidas en poder 
dellos ditos iurados —

 ocho m
ill C

C
C

C
 X

X
V

I sueldos IIII dineros 
realles / Et m

ill C
C

C
 X

X
II sueldos V

I dineros jaqueses.

　
（
149
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 8, f. 1: Item
 reçibiem

os de la cavalleria [   ] 
por m

anos segunt pareçe por [   ] [   ] patron quos dellos ditas m
anos 

e [   ] contos anos dades por los decidos daq[uant] —
 [   ].

aduxo a huna carta Juan A
nton G

uarch fue con la cavaleria / [Ç
]

aragoça del m
es de novienbre e de dicienbre e dem

andava los X
X

 
dias que avien falido los balesteros al concello de Q

utanda e dam
os 

le V
II sueldos.

　
（
137
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 9: Item
 dam

os a A
nton G

uarch quando 
fue a Ç

aragoça a fer la paga de la cavaleria e de las restas D
C

C
 por 

el m
es X

II sueldos yaqueses que m
ontan en reales a raçon de 

catorce de cam
io D

C
C

C
 X

IIII sueldos de reales; f. 9v: Item
 costo 

ell’albalan de paga que aduxo por la cavaleria V
 sueldos yaqueses 

que m
ontan en reales V

I sueldos m
enos dos dineros.

　
（
138
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 9v: Item
 dam

os a Pero Espils notario 
por las escripturas que fiço dellos vasallos entre nos e Francisco 
Ponz IIII  V

 sueldos e por el proceso que fue el senyor de los 
vasallos.

　
（
139
）　

A
M

P, C
oncejo, doc. 2, f. 10: Item

 espendiem
os el dia que 

ficiem
os las cedulas de la cavaleria del conpartim

iento de los m
anos 

en casa B
elenguer Tortosa X

II dineros e m
edio.

　
（
140
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 11: Item
 dam

os a Pero N
avaro vicario 

del Puerto por m
andam

iento del concello C
C

C
C

 sueldos reales por 
la cavalleria que aviem

os prom
etido levar a Ç

aragoça e 
prom

etiem
os lo a Francisco Ponz  A

lfonso B
arbastro. E aduxo de 

albaran costo V
 III sueldos e hoviem

os le adar e otra part III sueldos 
e m

edio del requam
io con quatro dineros que auiam

os por vino 
quando nos de ell’albaran.

　
（
141
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 12v-13: Item
 dam

os a Francisco Ponz 
por las restas dela paga que rem

anieron a pagar del m
es de junio e 

de julio e de agosto escoim
os albaran conciello Juhan de X

ulbe / e 
dam

os C
X

X
IIII sueldos jaqueses que m

ontan [   ] [  ]pars. / Item
 a 
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asaber CCLV
 solidos, de agost, de setem

bre per los IIIIm
 solidos que 

lo dit loch deuie pagar per lo dits LX
X

X
V

 casas a IIIIe solidos per 
casa per m

es es asaber D
C

LX
X

X
 solidos que son insum

a tots las 
quanties de sus dits es asaber D

CCCCX
X

X
V

 solidos renunciants.  

　
（
159
）　A

M
F, Pergam

ino, no. 41 (1365, X
I, 29): quantitats picunie 

subscriptas prim
o quos debebat dicta universitas racione sex dineros 

per dom
o quales de m

ense septem
bre proxim

a elapso quadraginta 
duos solidos sex dineros. Item

 rom
en quatuor solidos sex dineros 

per dom
o per m

ensibus octobre proxim
e elapso e novem

bre 
presentis septengentos sesaginta quinque solidos jaccenses que 
sum

az faciunt octingentos septen solidos sex denariorum
 jaccenses. 

　
（
160
）　A

M
F, Pergam

ino, no. 14 (1367, III, 9): trezientos quaranta 
solidos dineros jaccenses los quales recibie por m

ano d’En D
om

ingo 
G

uerau vezino del dito lugar por huytanta e cinco casas o fuegos 
que son en el lugar sobredito a razon de quatro solidos jacceses por 
fuego o casa por el m

es de ffebrero prim
ero pasado.

　
（
161
）　A

M
F, Pergam

ino, no. 43 (1367, X
, 7): dozientos dotze solidos 

seys dineros jacceses los quales recebie por m
ano de Pere Jover 

vezino del dito lugar por LX
X

X
V

 casas de fuegos qui son en el 
lugar sobredito a razon de dos solidos seys dineros jacceses por 
fuego o casa por el m

es de setiem
bre prim

ero passado.

　
（
162
）　A

M
F, Pergam

ino, no. 44 (1367, X
I, 7): cincuentas sexanta seys 

solidos hueyto dineros jacceses los quales recibio por m
ano d’En 

B
ernat de Los vezino del dito lugar por LX

X
X

V
 casas o fuegos…

 
por raçon de tres sueldos e quatro dineros jacceses por fuego o casa 
por cadaun m

es por los m
eses de jullio e agosto prim

eros 
passados…

 otra part atorgo haver ovido e recebido del dito concello 
e universidat cinccientos quaranta I sueldos hueyto [dineros] los 

　
（
150
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 8, f. 1: Item
 rezibiem

os dela cavalleria que 
fue ordenada en el dicho lugar a raçon de II dineros m

ialla jaqueses 
por liura tornados en realles a raçon de quatorçe e abatidos las faltas 
de todas las dichas m

anos sum
a puram

ent la recebta de la dicha 
cavalleria —

 D
C

C
C

C
 L sueldos V

I dineros.

　
（
151
）　B

N
E, M

ss. 8634: Actos de las C
ortes de Aragón del año 1357-

1414, f. 42-51. 

　
（
152
）　B

N
E, M

ss. 8634: Actos de las C
ortes de Aragón del año 1357-

1414, f. 49v-50: Item
, fue feyto cierto com

partim
iento entre todos 

los quatro bracos de LX
X

X
m

 sueldos, et tocó a cada braco ut 
sequintur: / Prim

eram
ent, al braco de la yglesia, X

X
IIm

 D
X

X
X

 
sueldos. / Item

, al braco de los nobles, X
V

Im
 C

C
LX

 sueldos. / Item
, 

al braco de los cavalleros, IIIIm
 sueldos. / Item

, al braco e las 
universidades, X

X
X

V
IIm

 sueldos, C
C

L sueldos. C
arta LX

X
X

IX
. / 

Item
, fizieron com

partim
iento de la sobredita quantía por núm

ero de 
casas e trobaron en los bracos el núm

ero de casas, carta LX
X

X
IX

: 
en el braco de la yglesia, V

IIIm
 de casas; en el braco de los nobles, 

X
m

 de casas; en el braco de los cavalleros IIIIm
 C

C
 casas; en el 

braco de las universidades, X
IIm

 de casas.

　
（
153
）　A

D
PZ, M

s. 1, f. 26v-28. 

　
（
154
）　A

D
PZ, M

s. 1, f. 46v-47. 

　
（
155
）　B

N
E, M

ss. 8634: Actos de las C
ortes de Aragón del año 1357-

1414, f. 20-22; A
D

PZ, M
s. 1, f. 175v-222v. 

　
（
156
）　A

D
PZ, M

s. 1, f. 214-214v. 

　
（
157
）　A
D

PZ, M
s. 2, f. 143v-144, 160-160v. 

　
（
158
）　A

M
F, Pergam

ino, no. 40 (1365, V
III, 15): per lo V

Ien dineros [de] 
m

arz, de abril, de m
ayg, de juyn, de juliol, agost que lo dit loch deuie 

pagar per lo dits LX
X

X
V

 casas a V
Ien dineros per casa per m

es es 
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（
169
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 5, 6, 8v, 8v-9, 10, 11, 11v, 12.

　
（
170
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 6: Item
 dam

os allos balesteros soldadaos 
del concello X

X
II sueldos  <balesteros> cada III sueldos que m

ontan 
LX

V
I sueldos.

　
（
171
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 11: Item
 dam

os al m
oço del alcayd de 

Q
utanda quando vino a dem

andar por los que auian fallido en el 
servicio del castiello quando vinieron A

nton Ecruseda e Juhan de 
C

ella X
X

X
 sueldos por X

 dias que avien falido. / Item
 le aviem

os 
adar por sallario de III dias V

I sueldos esto dam
os por m

andam
iento 

del concello del Puerto.

　
（
172
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 12v: Item
 dam

os a don G
uillem

 Sunyer 
e a D

om
ingo V

idal quando fueron al castiello de Q
utanda por lo que 

y convit suido de m
as <por III sem

anas> de Sacam
po coviem

os 
gellos adar por m

andam
iento del B

elenguer Tortosa justicia LX
V

I 
sueldos.

　
（
173
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 2, f. 17: Item
 recibiem

os de B
ernat Pom

a 
X

C
 sueldos e dam

os los a D
om

ingo G
arcia e a M

artin de M
ezquita 

quando fueron al castiello de Q
utanda.

（
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

前
号
に
掲
載
さ
れ
た
本
稿
前
半
（「
一
四
世
紀
中
葉
ア
ラ
ゴ
ン
南
部
に
お
け

る
村
落
共
同
体
・
領
主
・
国
家
―
プ
エ
ル
ト
ミ
ン
ガ
ル
ボ
会
計
記
録
の
生
成
論

的
分
析
①
―
」）
の
最
後
の
註
番
号
（
86
）
が
本
文
中
か
ら
欠
落
し
て
い
た
。

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
当
該
番
号
を
補
う
こ

と
と
し
（
本
稿
前
半
本
文
末
尾
か
ら
三
行
目
）、
今
号
掲
載
の
本
稿
後
半
で
は

註
番
号
（
87
）
か
ら
開
始
し
て
あ
る
。

quales recibio por m
ano d’En B

ernat A
ndreu vezino del dito lugar 

[que desta vestra] pagar am
i [   ] [   ] por la dita [   ] paga del 

cavallage del m
es de junio prim

ero passado que…
 quantitad 

setecientos hueyt sueldos quatro dineros.

　
（
163
）　A

M
F, Pergam

ino, no. 16 (1368, I, 27): seysientos sueldos dineros 
jacceses los quales la dicha universidat devia pagar por el m

es 
prim

ero passado de dezienbre e por el present m
es de jenero por 

razon del prestam
o al braço ecclesiastico del regno de A

ragon tocant 
en las X

X
a libras atorgadas al senyor rey en las C

ortes ultim
o 

celebradas en la ciudat de Ç
aragoca.

　
（
164
）　A

M
F, Pergam

ino, no. 47 (1369, II, 7): novanta e dos sueldos 
jacceses restantes apagar al dicho senyor de m

ayor quantia qual dicho 
lugar de Fuentspalda devia pagar de aquellos tres sueldos sueldos por 
casa que fueron atorgado por el braço de la eglesia los quales dineros 
se havian a pagar por el m

es de octubre prim
ero passado.

　
（
165
）　M

. Lafuente G
óm

ez, Por cam
inos sinuosos: la defensa y el 

control del territorio en A
ragón durante la guerra de los D

os Pedros 
(1356-1366), Aragón en la Edad M

edia, no. 22, 2011, pp. 166-167. 

　
（
166
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 1, f. 10v: Item
 pagam

os a X
X

 balesteros que 
fueron allas senyor arcebispe et a II sueldos por dia et fue la paga 
por X

X
X

 dias que m
ontan —

 m
il C

C
 sueldos.; f. 15v: Item

 
recibiem

os et m
alevam

os de Johan Pom
a e de A

nton Pom
a quando 

fueron los balesteros alli senyorio —
 D

C
 sueldos. / Item

 m
alevam

os 
et recibiem

os de Pero G
iner clerigo quando fueron los ditos 

baleteros —
 C

C
 sueldos.

　
（
167
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 19, 20v, 21*v, 21v, 22*v, 22*v-22, 23*, 
23*v, 24*.

　
（
168
）　A

M
P, C

oncejo, doc. 4, f. 9, 12, 21v.


